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は　

じ　

め　

に

本
稿
で
は
、
平
成
二
年
度
（
一
九
九
〇
）
に
京
都
女
子
大
学
図
書
館
が
購
入
し

た
薬
種
商
八
幡
屋
北
村
又
三
郎
文
書
・
大
和
国
宇
陀
郡
松
川
薬
種
商
細
川
治
助
文

書
・
伊
勢
地
域
関
係
収
集
文
書
の
調
査
成
果
と
し
て
、
各
文
書
群
の
特
徴
を
紹
介

す
る
。
本
学
で
は
、
随
時
寄
せ
ら
れ
る
古
書
情
報
を
も
と
に
、
教
育
・
研
究
へ
の

活
用
を
は
か
る
た
め
、
京
都
を
中
心
に
畿
内
近
国
に
関
す
る
古
文
書
を
収
集
し
て

き
た
。
こ
れ
ら
の
古
文
書
に
つ
い
て
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
古
文

書
調
査
・
整
理
を
実
施
し
、
整
理
が
終
了
し
た
も
の
か
ら
公
開
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
る
。

本
稿
で
紹
介
す
る
も
の
は
、
平
成
二
年
度
に
購
入
し
た
古
文
書
の
一
部
で
あ
る
。

こ
の
年
、
購
入
さ
れ
た
古
文
書
は
、
図
書
館
の
登
録
上
で
は
、
分
類
記
号

「210.088-S1

」
に
、
登
録
番
号
で
は447149

〜447314

と
し
て
一
六
六
件
が
あ

り
、
段
ボ
ー
ル
箱
三
二
箱
（
通
常
の
文
書
保
存
箱
換
算
で
約
一
三
箱
分
の
容
量
）

に
分
割
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
表
①
に
示
す
よ
う
に
、
六
つ
の
文
書

群
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
、
醍
醐
町
文
書
・
大
坂
町
文
書
・
八
木
清
八
家

文
書
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
一
年
度
調
査
の
成
果
と
し
て
、「
京
都
醍
醐
町
文

書
・
伏
見
大
坂
町
文
書
」
と
題
し
て
『
史
窓
』
六
八
号
の
誌
上
で
史
料
紹
介
し
た
。

今
回
は
、
残
さ
れ
た
文
書
群
で
あ
る
道
修
町
文
書
・
大
坂
小
西
九
三
家
文
書
・
伊

勢
一
志
郡
伊
倉
津
村
文
書
と
し
て
登
録
さ
れ
る
も
の
を
紹
介
す
る
。

た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
「
道
修
町
文
書
」
は
道
修
町
の
薬
種
取
引
に
関
係

す
る
文
書
で
あ
る
が
、
内
容
か
ら
み
て
大
坂
道
修
町
の
町
共
同
体
と
し
て
の
共
有

文
書
で
は
な
く
「
道
修
町
文
書
」
の
表
記
は
適
切
で
は
な
い
。
ま
た
「
大
坂
小
西

九
三
家
文
書
」
は
、
発
給
者
と
し
て
大
坂
道
修
町
の
小
西
彦
七
の
名
が
多
数
含
ま

れ
る
が
、
宛
所
は
大
和
国
宇
陀
郡
松
川
（
幕
府
領
在
郷
町
）
の
細
川
治
助
（
屋
号

大
和
屋
）
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、「
大
坂
小
西
九
三
家
文
書
」
の
表
記
は

〈
史
料
紹
介
〉

薬
種
商
八
幡
屋
北
村
又
三
郎
文
書

大
和
国
宇
陀
郡
松
川
薬
種
商
細
川
治
助
文
書

伊
勢
地
域
関
係
収
集
文
書

母　

利　
　

美　

和

塩　

澤　
　

美　

穂

柴　

田　
　

祐　

希

鷲　

見　
　

敦　

子
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史　　　窓

適
切
で
は
な
い
。
さ
ら
に
「
伊
勢
一
志
郡
伊
倉
津
村
文
書
」
も
、
文
書
郡
中
に
近

世
か
ら
近
代
に
い
た
る
伊
倉
津
村
在
住
者
宛
の
も
の
が
比
較
的
多
く
含
ま
れ
る
が
、

伊
倉
津
村
の
村
共
有
文
書
で
は
な
く
、
ま
た
紀
州
藩
田
丸
領
に
関
係
す
る
も
の
、

桑
名
藩
士
に
関
係
す
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
文
書
群
も
伝
来
経
緯

が
不
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
前
の
本
学
図
書
館
で
の
登
録
表
記
は
文
書
郡
内
容

を
把
握
し
た
う
え
で
の
登
録
名
称
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。
そ
の
た
め
本
稿
で
紹

介
す
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
群
の
内
容
か
ら
、「
道
修
町
文
書
」
は

「
薬
種
商
八
幡
屋
北
村
又
三
郎
文
書
」、「
大
坂
小
西
九
三
家
文
書
」
は
「
大
和
国

宇
陀
郡
松
川
薬
種
商
細
川
治
助
文
書
」、「
伊
勢
一
志
郡
伊
倉
津
村
文
書
」
は
「
伊

勢
地
域
関
係
収
集
文
書
」
と
改
め
た
。

個
々
の
文
書
群
は
、
近
世
・
近
代
を
中
心
と
す
る
古
文
書
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

各
文
書
群
は
数
量
こ
そ
多
く
は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
近
世
社
会
の
あ
り
様
を
考
え

る
上
で
特
徴
あ
る
内
容
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
留
意
し
な
が
ら
、

若
干
の
考
察
を
交
え
て
紹
介
し
た
い
。

一　

文
書
調
査
の
経
緯　

調
査
整
理
の
経
緯　

本
調
査
は
、
本
学
の
平
成
二
十
五
年
度
研
究
経
費
助
成

「
京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
文
書
（
道
修
町
文
書
・
大
坂
小
西
九
三
家
文
書
・

伊
勢
一
志
郡
伊
倉
津
村
文
書
）
の
調
査
整
理
」（
研
究
代
表
母
利
美
和
・
共
同
研

究
者
早
島
大
祐
）
を
得
て
実
施
し
、
本
学
教
授
母
利
美
和
、
本
学
准
教
授
早
島
大

介
、
同
准
教
授
梅
田
千
尋
、
本
学
大
学
院
生
を
中
心
と
し
て
、
一
部
有
志
大
学
生

も
参
加
し
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
調
査
期
間
は
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）

四
月
か
ら
同
年
十
二
月
ま
で
で
あ
る
。

各
文
書
群
は
一
般
の
古
書
市
場
か
ら
購
入
し
た
た
め
、
伝
来
経
緯
は
不
明
で
あ

り
、
ま
た
購
入
時
か
ら
年
数
を
経
て
お
り
、
入
手
時
の
状
況
を
知
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
個
々
の
文
書
群
を
概
観
し
た
と
こ
ろ
、「
薬
種
商
八
幡
屋
北
村
又
三
郎
文

書
」
は
一
紙
文
書
二
七
点
、「
大
和
国
宇
陀
郡
松
川
薬
種
商
細
川
治
助
文
書
」
は
、

お
も
に
薬
種
関
係
の
一
紙
文
書
数
十
通
を
紙
縒
で
綴
じ
た
一
括
文
書
二
綴
と
、
単

体
の
一
紙
文
書
五
通
、
都
合
一
四
五
点
か
ら
な
る
。「
伊
勢
地
域
関
係
収
集
文
書
」

は
、
近
世
の
文
芸
版
本
の
反
故
紙
を
利
用
し
た
縦
長
袋
に
、
一
紙
文
書
四
二
点
が

一
括
し
て
保
存
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
袋
は
紙
縒
紐
で
綴
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
上

書
等
の
墨
書
注
記
は
一
切
見
ら
れ
な
い
。

現
状
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
群
が
購
入
時
に
新
調
さ
れ
た
段
ボ
ー
ル
箱
に
収

め
ら
れ
て
お
り
、
紙
縒
綴
、
袋
な
ど
一
括
関
係
は
明
確
で
あ
っ
た
た
め
、
文
書
群

ご
と
に
、
紙
縒
紐
や
袋
に
よ
る
一
括
関
係
を
現
状
の
ま
ま
と
し
、
現
状
で
の
上
位

置
に
あ
る
文
書
か
ら
順
に
付
箋
を
挿
入
し
て
調
査
番
号
を
与
え
る
こ
と
と
し
た
。

文
書
に
巻
き
込
ま
れ
た
も
の
な
ど
は
枝
番
号
を
付
し
て
、
で
き
る
だ
け
現
状
を
と

ど
め
る
こ
と
に
し
、
和
紙
ラ
ベ
ル
貼
付
に
よ
り
史
料
同
定
を
施
し
た
。

表
①　

平
成
二
年
度
購
入
古
文
書
一
覧

文
書
群
名

内　
　

容

員　

数

醍
醐
町
文
書

京
都
市
下
京
区
醍
醐
町
、
五
条
橋
詰
。
元
禄
十
五

年
〜
大
正
十
年
、
町
式
・
宗
旨
人
別
帳
等
。

一
一
八
件

（
約
一
五
〇
点
）

大
坂
町
文
書

京
都
市
伏
見
区
大
坂
町
。
近
世
後
期
〜
明
治
、
町

有
文
書
・
御
香
宮
関
係
文
書
。

二
九
件

八
木
清
八
家
文
書

京
都
市
。
明
治
〜
大
正
期
、
商
家
経
営
関
係
文
書

二
九
件

道
修
町
文
書

大
阪
市
。
近
世
後
期
（
天
保
〜
慶
応
）
の
薬
種
関

係
文
書
。

一
件

（
一
四
四
点
）

大
坂
小
西
九
三
家
文
書

文
化
元
年
〜
文
化
七
年
、
砂
糖
他
売
買
仕
切
書

一
件

（
二
七
点
）

伊
勢
一
志
郡
伊
倉
津
村
文
書

天
明
五
年
〜
明
治
二
十
年
、
土
地
関
係
文
書

一
件

（
三
八
点
）
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る
。
堅
田
の
北
村
家
は
、
紀
州
藩
や
堅
田
の
領
主
堀
田
家
の
名
目
金
貸
付
を
お
こ

な
い
、
貸
付
先
が
湖
東
に
ま
で
広
が
っ
て
い
た
と
の
指
摘
が
あ
る
）
2
（

。
ま
た
、
嘉
永

四
年
（
一
八
五
一
）
三
月
に
は
石
部
焼
を
再
興
し
た
石
部
宿
北
村
又
三
郎
も
知
ら

れ
る
（『
膳
所
藩
郡
方
日
記
』）。
両
者
は
同
一
人
物
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。

 

2　
「
大
和
国
宇
陀
郡
松
川
薬
種
商
細
川
治
助
文
書
」
の
概
要

こ
の
文
書
群
の
史
料
点
数
は
一
四
五
点
を
数
え
、
年
紀
の
判
明
す
る
も
の
で
は
、

天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
か
ら
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
ま
で
、
お
も
に
薬
種

取
引
に
関
す
る
仕
切
書
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
大
半
は
紙
縒
で
綴
じ
ら
れ
た
二
綴
の

一
括
文
書
で
あ
り
、
す
べ
て
年
紀
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
紙
縒
綴
じ
の
原
状
配
列

を
残
し
、
目
録
で
は
敢
え
て
編
年
順
に
し
て
い
な
い
。

史
料
の
お
も
な
宛
所
は
「（
大
和
屋
）
細
川
治
助
」
で
あ
る
。
整
理
番
号
42

（
以
下
、
整
番
42
な
ど
と
略
記
す
る
）
に
は
「
和
州
宇
田
細
川
治
助
」
と
あ
り
、

当
史
料
が
大
和
国
宇
陀
の
薬
種
商
大
和
屋
（
細
川
氏
）
と
、
お
も
に
大
坂
市
中
の

薬
種
商
と
の
間
で
の
仕
切
書
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

大
和
屋
治
助
と
い
う
屋
号
は
、「
大
和
国
宇
陀
松
山
調
合
処
大
和
屋
治
助
」（
西

垣
文
庫
引
札
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
と
同

一
店
舗
と
思
わ
れ
る
。
同
店
は
現
地
で
「
五
疳
薬
」
や
目
薬
な
ど
の
調
薬
販
売
も

行
っ
て
い
た
。
奈
良
県
大
宇
陀
町
松
川
に
現
存
す
る
旧
細
川
家
の
邸
宅
は
、
平
成

四
年
に
同
町
に
寄
付
さ
れ
、
同
年
十
一
月
二
十
日
に
町
指
定
文
化
財
と
な
り
、
現

在
は
『
薬
の
館
』
と
い
う
細
川
家
ゆ
か
り
の
品
々
を
展
示
す
る
資
料
館
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
家
の
古
文
書
史
料
は
、
戦
前
に
当
主
（
後
に
藤
沢

薬
品
、
現
在
の
ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
を
設
立
）
が
大
阪
府
八
尾
市
へ
移
転
す
る
際
、

つ
ぎ
に
個
々
の
文
書
群
ご
と
に
調
査
カ
ー
ド
の
作
成
を
お
こ
な
っ
た
。
調
査

カ
ー
ド
へ
の
採
録
デ
ー
タ
は
、
原
題
・
年
紀
・
差
出
・
宛
所
・
形
状
・
員
数
・
紙

数
・
紙
質
・
包
紙
上
書
・
一
括
関
係
を
記
録
し
た
上
で
、
内
容
の
概
要
を
把
握
す

る
た
め
百
字
程
度
の
内
容
略
記
を
採
録
し
た
。

一
通
り
全
文
書
群
の
調
査
カ
ー
ド
を
作
成
し
た
上
で
、
文
書
群
ご
と
に
表
計
算

ソ
フ
ト
に
よ
り
調
査
デ
ー
タ
を
入
力
し
、
文
書
の
分
類
を
お
こ
な
っ
た
。
文
書
群

ご
と
の
分
類
・
概
要
は
、
以
下
に
述
べ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
解
題
を
参
照
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

二　

文
書
群
の
解
題

　

1　
「
薬
種
商
八
幡
屋
北
村
又
三
郎
文
書
」
の
概
要

本
文
書
群
は
、
い
ず
れ
も
「
八
幡
屋
」
を
屋
号
と
す
る
北
村
又
三
郎
宛
の
薬
種

売
買
証
文
等
の
二
七
点
で
あ
る
。
伝
来
経
緯
は
不
明
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
一
括
関

係
は
見
ら
れ
な
い
が
、
同
一
宛
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
来
宛
所
で
あ
る
北
村
又

三
郎
家
に
伝
来
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
年
紀
の
判
明
す
る
も
の
で
は
、
文
化

元
年
（
一
八
〇
六
）
か
ら
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
ま
で
が
確
認
で
き
、
多
く
は

近
世
後
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
文
書
内
容
な
ど
か
ら
も
北
村
又
三
郎
な
る
人

物
の
居
住
地
等
を
確
定
す
る
材
料
は
見
ら
れ
な
い
。

差
出
人
に
つ
い
て
は
小
西
九
兵
衛
が
大
半
を
占
め
る
。
し
か
し
、
そ
の
居
住
地

は
史
料
か
ら
確
認
で
き
な
い
。
そ
の
他
で
は
、
北
村
三
郎
兵
衛
の
印
文
「
五
条
橋

通　

高
倉
東
入
ル
町　

北
村
三
郎
兵
衛
」（
後
掲
印
判
図
版
参
照
）、
桝
屋
安
兵
衛

の
印
文
「
京
都
二
条
（
カ
）
1
（

）」
な
ど
、
京
都
薬
種
商
人
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

北
村
又
三
郎
を
畿
内
近
国
の
薬
種
商
人
と
推
測
す
る
と
、
薬
種
業
に
よ
っ
て
蓄
え

た
財
力
で
金
融
業
を
展
開
し
た
堅
田
の
商
人
北
村
又
三
郎
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
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家
財
道
具
な
ど
と
と
も
に
古
物
商
に
売
却
処
分
さ
れ
、
現
地
に
は
保
存
さ
れ
て
い

な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
）
3
（

。
本
文
書
群
も
そ
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

差
出
人
は
、
薬
種
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
は
近
江
屋
彦
兵
衛
（
大
坂
道
修

町
）・
小
堀
屋
源
助
（
大
坂
長
堀
中
橋
）・
奈
良
屋
喜
兵
衛
（
大
坂
）・
小
西
彦
七

（
大
坂
）・
奈
良
屋
彦
兵
衛
（
大
坂
、
奈
良
屋
喜
兵
衛
と
同
一
符
丁
、「
𠆢
」
に

「
上
」（
後
掲
図
⑭
参
照
））・
近
江
屋
安
五
郎
（
大
坂
道
修
町
）・
八
荷
屋
弥
介

（
大
坂
淡
路
町
カ
）・
近
江
屋
太
右
衛
門
（
大
坂
道
修
町
）・
小
西
茂
兵
衛
（
大
坂
）

な
ど
、
お
も
に
大
坂
の
薬
種
商
で
あ
る
が
、
明
石
屋
喜
兵
衛
（
伊
勢
国
津
築
地
町
、

整
番
42
）
の
よ
う
に
、
他
地
域
の
商
人
と
の
取
引
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
薬
種
以

外
で
は
小
豆
な
ど
の
穀
物
に
関
わ
る
も
の
は
河
中
清
八
、
呉
服
に
関
わ
る
も
の
は

大
黒
屋
八
次
郎
（
大
坂
船
場
備
後
町
）
な
ど
の
名
が
見
ら
れ
る
。

大
和
国
宇
陀
郡
は
、「
大
和
志
」
で
土
産
の
項
に
「
当
帰
・
芎

〈
佳
品
世
称

大
和
川
芎
〉・
白
芍
薬
〈
絶
品
世
称
宇
陀
芍
薬
〉・
大
黄
・
葛
粉
・
蕨
粉
〈
倶
諸
邑

出
〉」
と
あ
る
よ
う
に
、
よ
く
知
ら
れ
た
和
薬
種
の
産
地
で
あ
っ
た
。
実
際
の
取

引
品
目
と
し
て
「
川
芎
」・「
白
芷
」
な
ど
大
和
産
の
薬
種
も
散
見
さ
れ
、
大
坂
仲

買
へ
の
荷
出
し
に
関
わ
る
史
料
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
文
書
群
の
大

半
が
大
坂
道
修
町
の
薬
種
問
屋
か
ら
細
川
家
へ
の
「
売
付
書
」
で
あ
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。
細
川
家
で
は
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
頃
か
ら
「
天
寿
丸
」「
人

参
五
臓
圓
」
な
ど
の
製
造
販
売
を
開
始
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
製
薬
に
必
要
な
薬
種

を
大
坂
な
ど
か
ら
調
達
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
後
考
を
待
つ
こ
と
と
し
た
い
。

 

3　
「
伊
勢
地
域
関
係
収
集
文
書
」
の
概
要

本
文
書
は
、
袋
一
括
四
二
点
の
文
書
群
で
あ
る
。
し
か
し
、
内
容
さ
れ
た
文
書

の
発
生
状
況
か
ら
見
れ
ば
、
本
来
一
括
関
係
が
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
意
図

を
も
っ
て
収
集
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
図
は
明
確
に
出
来

な
い
が
、
個
々
の
文
書
が
近
世
・
近
代
の
伊
勢
地
域
に
関
係
す
る
も
の
が
集
め
ら

れ
て
お
り
、
文
書
群
名
を
「
伊
勢
地
域
関
係
収
集
文
書
」
と
し
た
。
袋
や
全
文
書

を
点
検
し
た
が
、
収
集
者
や
そ
の
意
図
に
つ
い
て
窺
う
根
拠
は
確
認
で
き
な
い
。

内
容
は
、
Ⅰ　

紀
州
藩
田
丸
領
の
四
疋
田
村
三
谷
家
関
係
、
Ⅱ　

紀
州
藩
松
阪

領
関
係
、
Ⅲ　

桑
名
藩
金
子
権
太
左
衛
門
関
係
、
Ⅳ　

某
藩
人
事
関
係
、
Ⅴ　

津

藩
等
町
人
関
係
、
Ⅵ　

一
志
郡
伊
倉
津
村
関
係
、
Ⅶ　

安
芸
郡
楠
原
村
関
係
、
Ⅷ　

木
下
懇
隣
講
関
係
、
Ⅸ　

文
芸
関
係
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

Ⅰ　

紀
州
藩
田
丸
領
四
疋
田
村
三
谷
家

整
番
1
〜
12
、
紀
州
藩
田
丸
領
四
疋
田
組
の
大
庄
屋
を
勤
め
た
三
谷
家
に
関
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

三
谷
家
に
関
す
る
史
料
は
散
逸
し
、
伝
来
の
史
料
群
は
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
て

お
ら
ず
、
多
気
町
の
郷
土
史
家
で
あ
っ
た
故
大
西
源
一
氏
が
収
集
し
た
「
鹿
東
文

庫
」
な
ど
に
断
片
的
に
残
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
今
回
調
査
し
た
も
の
は
、
宛

所
を
三
谷
家
歴
代
の
人
物
と
す
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
散
逸
し
た

も
の
の
一
部
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
を
大
別
す
る
と
、
⒜
調
達
金
の
下
げ
渡
し
を
伝
え
る
文
書
（
五
点
）、

⒝
預
か
り
金
の
請
取
書
（
二
点
）、
⒞
松
坂
の
飛
脚
問
屋
の
文
書
（
一
点
）、
⒟
金

子
の
借
用
を
証
明
す
る
文
書
（
二
点
）、
⒠
三
谷
悦
之
助
役
儀
解
任
の
達
書
（
一

点
）、
⒡
講
金
の
受
取
書
（
一
点
）、
に
分
類
で
き
る
。

⒜
調
達
金
の
下
げ
渡
し
を
伝
え
る
文
書　

史
料
五
点
（
整
番
1
〜
5
）
は
い
ず

れ
も
調
達
金
下
げ
渡
し
に
つ
き
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
正
月
に
「
大
御
金

蔵
」
か
ら
出
さ
れ
た
覚
で
あ
る
。「
大
御
金
蔵
」
に
つ
い
て
は
従
来
の
研
究
に
お

い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
不
明
な
点
が
多
い
が
、「
中
村
大
蔵
家
文
書
」



69

薬種商八幡屋北村又三郎文書　大和国宇陀郡松川薬種商細川治助文書　伊勢地域関係収集文書

に
そ
の
成
立
期
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
）
4
（

。
こ
れ
に
よ
る
と
、

従
来
は
御
蔵
納
め
で
あ
っ
た
「
弐
夫
米
）
5
（

」
の
代
銀
と
路
銀
を
、
今
後
は
「
大
御
金

蔵
」
納
め
に
す
る
旨
、
紀
州
藩
の
御
勘
定
所
か
ら
田
丸
領
の
郡
役
所
勤
め
の
村
田

庄
左
衛
門
に
伝
え
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
の
も
の
で

あ
り
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
の
「
大
御
金
蔵
」
と
同
一
の
機
関
で
あ
る
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。
ど
の
よ
う
な
性
格
の
機
関
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

「
大
御
」
が
「
主
と
し
て
神
、
天
皇
に
関
す
る
物
事
を
表
す
語
に
付
い
て
そ
の
物

事
の
所
有
主
で
あ
る
神
や
天
皇
を
き
わ
め
て
尊
ぶ
意
を
表
す
）
6
（

」
こ
と
か
ら
、
伊
勢

神
宮
関
係
の
金
銭
を
管
理
す
る
機
関
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
下
げ
渡
さ
れ
る
調
達
金
が
い
ず
れ
も
膨
大
で
あ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

調
達
金
の
用
途
や
性
質
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
前
年
の
明
和
六
年
（
一
七

六
九
）
秋
に
第
五
十
回
両
宮
式
年
遷
宮
が
執
り
行
わ
れ
て
お
り
、「
去
秋
被　

仰

出
」
等
と
史
料
中
に
も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
開
催
に
伴
っ
て
領
内
の

村
々
か
ら
調
達
し
、
返
金
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

整
番
2
〜
4
は
、
大
御
金
蔵
か
ら
六
代
目
三
谷
吉
左
衛
門
宛
で
あ
る
が
、
整
番

1
は
神
領
宇
治
の
益
谷
吉
之
丞
宛
て
、
整
番
5
は
神
領
山
田
の
蔵
田
左
膳
、
蔵
田

中
書
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
益
谷
吉
之
丞
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明

で
あ
る
が
、
安
永
四
年
に
内
宮
権
禰
宜
に
任
ぜ
ら
れ
、
本
居
宣
長
の
弟
子
と
な
っ

た
国
学
者
に
益
谷
末
寿
と
い
う
人
物
が
お
り
、
こ
の
人
物
に
連
な
る
者
で
あ
る
可

能
性
は
あ
る
）
7
（

。
蔵
田
左
膳
、
中
書
に
つ
い
て
は
伊
勢
神
宮
外
宮
の
御
師
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
）
8
（

。
宇
治
・
山
田
の
御
師
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
治
組
織
を
構
成
し
、
所
属

し
て
い
た
）
9
（

。
益
谷
、
蔵
田
は
、
こ
の
よ
う
な
自
治
組
織
の
構
成
員
か
ら
遷
宮
関
係

の
調
達
金
を
集
め
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

⒝
預
か
り
金
の
請
取
書　

整
番
7
・
8
の
史
料
二
点
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六

七
）
七
月
に
三
谷
悦
之
助
か
ら
、
紀
州
藩
士
で
あ
り
紀
州
藩
の
寄
合
を
勤
め
た
佐

藤
貞
次
郎
）
10
（

の
陪
臣
、
星
野
佐
兵
衛
・
山
田
八
十
八
宛
て
に
出
さ
れ
た
預
か
り
金
の

請
取
書
で
あ
る
。
三
谷
悦
之
助
に
つ
い
て
は
、『
多
気
町
史
』
に
よ
る
と
）
11
（

、
十
代

目
吉
左
衛
門
の
子
悦
蔵
が
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
死
亡
し
、
そ
の
後
に
功
と

い
う
養
子
を
迎
え
入
れ
た
と
あ
る
。
悦
之
助
は
功
の
別
名
で
あ
る
可
能
性
、
も
し

く
は
、
三
谷
万
四
郎
（
九
代
目
か
）
や
十
代
目
三
谷
吉
左
衛
門
の
兄
弟
に
あ
た
る

人
物
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
悦
之
助
は
、
整
番
11
に

は
幕
末
の
四
疋
田
村
に
お
い
て
地
士
を
勤
め
た
と
あ
り
、
そ
れ
は
、『
多
気
町
史
』

掲
載
の
史
料
）
12
（

か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。

整
番
7
で
は
、
当
時
、
地
士
で
四
疋
田
組
の
隣
組
、
山
神
組
の
大
庄
屋
を
代
々

務
め
て
い
た
中
村
大
蔵
に
、
毎
年
渡
し
て
い
る
分
の
内
去
寅
年
分
と
し
て
、
星

野
・
山
田
か
ら
金
五
両
を
預
か
り
受
け
取
っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
中
村
が
在

村
し
て
お
ら
ず
、
代
わ
り
に
三
谷
が
受
け
取
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

整
番
8
で
は
、
銀
札
御
役
所
に
毎
年
渡
し
て
い
る
分
の
去
年
分
金
一
三
両
を
、

や
は
り
星
野
・
山
田
か
ら
預
か
り
受
取
っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
銀
札
会
所
と

は
お
そ
ら
く
松
坂
の
銀
札
会
所
）
13
（

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

三
谷
悦
之
助
は
、
藩
役
人
か
ら
多
額
の
御
用
金
を
一
時
的
に
預
け
ら
れ
、
そ
れ

を
中
村
大
蔵
や
銀
札
会
所
に
渡
す
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
れ
は
地
士
身
分
の

者
と
し
て
行
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

⒞
松
坂
の
飛
脚
問
屋
の
文
書　

整
番
9
は
、
松
坂
山
城
屋
本
町
の
飛
脚
問
屋
）
14
（

山

城
屋
久
右
衛
門
か
ら
三
谷
悦
之
助
様
宛
て
に
出
さ
れ
た
覚
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

久
右
衛
門
が
和
歌
山
の
村
上
与
兵
衛
様
御
屋
敷
の
中
谷
形
右
衛
門
様
、
上
野
林
左

衛
門
様
、
桑
原
源
右
衛
門
様
宛
の
金
札
二
八
四
両
と
一
匁
六
分
四
厘
入
一
封
を
間

違
い
な
く
先
方
に
届
け
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
村
上
与
兵
衛
は
、
代
々
紀
州
藩
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の
上
級
役
儀
を
勤
め
た
村
上
家
の
人
物
で
あ
る
）
15
（

。
金
札
二
八
四
両
と
い
う
多
額
の

金
子
の
用
途
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
史
料
か
ら
、
大
庄
屋
で
は
な
い
地

士
身
分
の
三
谷
悦
之
助
が
、
和
歌
山
城
下
在
住
の
藩
の
上
級
役
人
に
対
し
、
松
坂

の
飛
脚
問
屋
を
通
し
て
金
子
仲
介
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
こ
の
史
料
を
見
る
と
、「
覚
」、「
吟
味
物
三
ヶ
年
限
り
」、「
以
上
」
な

ど
の
文
言
が
板
刷
り
さ
れ
て
い
る
。「
吟
味
物
三
ヶ
年
限
り
」
が
何
を
意
味
す
る

か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
紙
が
大
量
に
印
刷
さ
れ
、
金
子
等
の
受
け
渡

し
を
飛
脚
問
屋
・
地
士
を
介
し
て
お
こ
な
う
シ
ス
テ
ム
が
紀
州
藩
領
内
で
確
立
し

て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

⒟
金
子
借
用
関
係
の
文
書　

整
番
10
は
、
金
一
〇
両
を
竹
上
小
三
郎
が
三
谷
弥

七
郎
か
ら
借
用
し
た
こ
と
を
証
明
し
た
覚
で
あ
る
。
三
谷
弥
七
郎
は
、
十
代
目
三

谷
吉
左
衛
門
の
幼
名
で
あ
る
。
竹
上
小
三
郎
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
、
天
保
年

間
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
「
田
丸
領
地
士
姓
名
帳
）
16
（

」
に
は
該
当
す
る
者
が
い
な
い
。

ま
た
、「
紀
州
藩
家
中
系
譜
並
親
類
書
き
上
げ
」
で
も
確
認
で
き
ず
詳
細
は
不
明

で
あ
る
。
史
料
の
年
は
推
定
で
は
あ
る
が
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
の
史
料
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
）
17
（

。
ま
た
、
金
十
両
と
い
う
多
額
の
金
を
な
ぜ
竹
上
が
借
用
し

た
の
か
な
ど
、
そ
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
、
竹
上
に
対
し
、
大
庄

屋
と
し
て
三
谷
弥
七
郎
が
金
子
を
貸
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

整
番
6
は
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
十
月
に
、
大
破
し
た
四
疋
田
組
神
坂
村

金
剛
座
寺
の
修
復
の
た
め
に
、
金
一
二
両
を
金
剛
座
寺
の
住
職
と
推
定
さ
れ
る
良

信
や
頭
百
姓
の
請
人
長
兵
衛
他
七
人
が
大
庄
屋
三
谷
橘
左
衛
門
）
18
（

か
ら
借
用
す
る
こ

と
を
確
認
す
る
文
書
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
脇
書
に
そ
の
返
済
方
法
も
記
載
さ
れ

て
い
る
。
金
剛
座
寺
は
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
紀
州
藩
か
ら
御
下
げ
金
と
し

て
下
さ
れ
た
公
金
を
お
そ
ら
く
名
目
金
貸
付
し
て
お
り
、
そ
の
貸
付
の
利
息
分
一

両
三
歩
を
今
回
下
さ
れ
た
一
二
両
の
返
済
に
充
て
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
大
庄

屋
三
谷
橘
左
衛
門
は
、
金
剛
座
寺
と
紀
州
藩
の
金
子
貸
付
の
仲
介
役
を
担
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

⒠
三
谷
悦
之
助
役
儀
解
任
の
達
書　

整
番
11
は
、
松
坂
民
政
局
少
史
生
試
補
を

勤
め
た
三
谷
悦
之
助
を
解
任
す
る
旨
が
書
か
れ
た
文
書
で
あ
る
。
紀
州
藩
で
は
、

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
以
降
、
積
極
的
な
郷
村
改
革
、
軍
事
改
革
を
行
い
、
そ

の
改
革
の
中
で
同
年
二
月
に
松
坂
、
白
子
、
田
丸
の
代
官
所
は
そ
れ
ぞ
れ
民
政
局

と
な
っ
た
）
19
（

。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
一
月
七
日
に
は
松
坂
民
政
局
は
松
坂
出
庁

と
改
称
さ
れ
、
田
丸
、
白
子
民
政
局
は
こ
れ
に
統
合
さ
れ
た
）
20
（

。
年
未
詳
で
あ
る
が
、

こ
の
達
書
は
、
こ
の
間
に
出
さ
れ
た
達
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
悦
之
助
は
大

庄
屋
を
勤
め
て
い
な
い
が
、
地
士
身
分
の
者
と
認
識
さ
れ
、
維
新
後
の
紀
州
藩
地

方
行
政
に
迎
え
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

⒡
講
金
の
受
取
書　

整
番
12
は
、
正
木
（
吉
か
）
講
勘
定
元
の
世
話
人
か
ら
三

谷
様
に
対
し
、
講
金
一
〇
両
一
二
匁
八
分
を
受
け
と
っ
た
旨
が
書
か
れ
た
覚
で
あ

る
。
正
木
講
に
つ
い
て
は
三
谷
家
が
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、
四
疋
田
村
周
辺
で
運

営
さ
れ
た
地
域
講
と
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
不
明
で
あ
る
。

三
谷
家
の
歴
代
経
歴　

三
谷
家
は
、
代
々
四
疋
田
組
三
二
ヶ
村
）
21
（

を
支
配
す
る
大

庄
屋
で
あ
っ
た
（
次
頁
地
図
①
②
参
照
）。

「
四
疋
田
組
大
庄
屋
代
々
勤
書
）
22
（

」
に
よ
れ
ば
、
大
庄
屋
三
谷
家
の
成
立
や
歴
代

の
経
歴
、
由
緒
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）、

徳
川
頼
宣
が
入
封
す
る
に
際
し
、
広
島
に
浅
野
長
晟
が
転
封
さ
れ
、
そ
の
家
臣
で

あ
っ
た
三
谷
弥
七
郎
快
照
と
そ
の
子
長
男
三
男
の
二
人
は
広
島
へ
随
従
し
た
。
一

方
、
二
男
若
大
夫
は
病
身
の
た
め
勢
州
多
気
郡
四
疋
田
村
に
居
住
し
、
そ
れ
が
紀

州
藩
田
丸
領
四
疋
田
組
大
庄
屋
三
谷
家
の
始
ま
り
と
い
う
。
二
代
目
の
弥
太
郎
は
、
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若
太
夫
の
跡
を
継
ぎ
、
農
業
に
励

む
百
姓
身
分
の
者
で
あ
っ
た
。

そ
の
跡
を
継
い
だ
三
代
目
吉
左

衛
門
は
、
寛
文
四
年
（
一
六
六

四
）、
藩
か
ら
大
庄
屋
を
命
ぜ
ら

れ
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
ま

で
勤
め
た
。
ま
た
彼
は
、
寛
文
十

二
年
（
一
六
七
二
）
か
ら
延
宝
六

年
（
一
六
七
八
）
ま
で
の
間
、
五

桂
池
の
開
削
事
業
の
普
請
元
締
役

を
勤
め
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。

四
代
目
半
左
衛
門
は
、
病
身
の

た
め
に
別
宅
に
住
み
、
大
庄
屋
を

勤
め
ず
、
五
代
目
吉
左
衛
門
も
享

保
三
年
（
一
七
一
八
）
十
一
月
に

地
士
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
が
、
大
庄
屋
は
同
じ
く
勤
め
な
か
っ
た
。
こ
の
四
代
、

五
代
の
間
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
か
ら
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
に
か
け
て

は
、
四
疋
田
組
の
村
々
は
波
多
瀬
組
の
波
多
瀬
氏
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
た
。

寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）、
六
代
目
吉
左
衛
門
の
時
代
に
再
び
大
庄
屋
を
仰
せ

付
け
ら
れ
、
三
谷
家
は
、
ま
た
四
疋
田
組
の
支
配
を
行
う
よ
う
に
な
る
。
彼
は
、

宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
に
地
士
身
分
と
な
り
、
同
年
十
二
月
、
大
庄
屋
と
勝
手

御
用
の
功
労
に
よ
り
御
勧
定
奉
行
直
支
配
と
な
っ
た
。
同
十
二
年
六
月
に
は
、

代
々
御
勘
定
奉
行
の
直
支
配
と
な
り
、
年
頭
の
藩
主
お
目
見
え
の
際
は
、
熨
斗
目

着
用
を
許
さ
れ
る
。
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
一
〇
月
格
式
は
山
崎
権
太
夫
の
通

地図①　紀州藩の田丸領

地図②　四疋田組の分布
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史　　　窓

り
と
な
り
、
御
勝
手
御
用
精
勤
に
よ
り
田
丸
領
四
疋

田
村
の
内
、
本
田
高
六
〇
石
を
拝
領
し
た
。
安
永
四

年
（
一
七
七
五
）、
病
気
に
よ
り
役
儀
御
免
と
な
る

が
、
そ
の
際
、
長
年
の
功
績
に
よ
り
、
御
銀
三
枚
を

下
し
置
か
れ
た
。

七
代
目
吉
郎
次
は
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
閏

十
二
月
か
ら
大
庄
屋
の
代
役
を
つ
と
め
、
御
勝
手
御

用
精
勤
に
つ
き
年
頭
の
熨
斗
目
着
用
を
許
さ
れ
た
。

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）、
大
庄
屋
役
を
仰
せ
付
け

ら
れ
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
ま
で
勤
め
た
。

八
代
目
吉
左
衛
門
は
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）、

大
庄
屋
役
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
文
化
二
年
（
一
八
〇

八
）
ま
で
勤
め
た
。
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
十
二

月
、
地
士
身
分
の
相
続
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
郡
奉
行

直
支
配
地
士
と
な
っ
た
。
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）

八
月
に
は
、
御
勧
定
直
支
配
と
年
頭
御
目
見
え
の
熨

斗
目
着
用
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。

九
代
目
と
考
え
ら
れ
る
万
四
郎
は
、
八
代
目
の
弟

で
あ
る
。
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
に
大
庄
屋
役
を

仰
せ
付
け
ら
れ
、
同
十
四
年
（
一
八
一
七
）、
大
庄

屋
役
は
解
任
さ
れ
た
が
、
下
真
手
組
の
大
庄
屋
役
を

勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
四
疋
田
組
の
大
庄
屋
役
に

つ
い
て
は
、
十
代
目
の
吉
左
衛
門
が
若
年
の
た
め
、

そ
の
後
見
役
を
万
四
郎
が
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
よ

表②　三谷家歴代略歴
名　前 役　儀 身　分 支　配 家　格 特記事項

初代 若 太 夫 （百姓） 浅野長晟家中三谷
弥七郎快照二男

二代 弥 太 郎 （百姓）
初代実子
跡相続
勧農

三代 吉左衛門

四疋田組大庄屋役
〈寛文 4～元禄 7〉 （百姓） 二代実子五桂池御普請元締役
〈寛文12～延宝 6〉

四代 半左衛門 （百姓）
三代実子
病身につき別宅住
居

五代 吉左衛門 地士
〈享保 3．11〉 四代実子

六代 吉左衛門 四疋田組大庄屋役
〈寛保元～安永 4．7〉

地士
〈宝暦 3．4〉

御勘定奉行直支配
〈宝暦 3．12〉

年頭御目見之節熨斗目
着用御免〈宝暦12．6 〉 五代実子

代々御勘定奉行直
支配〈宝暦12．6 〉

山崎権太夫（地士）の
通り〈明和 4．10〉

御勝手御用精勤に
より田丸領四疋田
村の内本田高60石
拝領〈明和 4．10〉

七代 吉 郎 次

四疋田組大庄屋代役
〈明和元閏．12～〉 （地士か）

年頭御目見之節熨斗目
着用御免
〈明和元．閏12～〉

六代実子四疋田組大庄屋役
〈安永 4～天明 3〉

八代 吉左衛門 四疋田組大庄屋役
〈天明 4～文化 2〉

地士
〈天明 5．12〉

御代官所（郡奉行
衆）直支配〈天明 5〉 年頭御目見之節熨斗目

着用御免〈享和元．8〉 七代実子御勘定奉行支配
〈享和元．8〉

（九代か）万 四 郎

四疋田組大庄屋役
〈文化 4．9～文化14．7 〉

地士
〈文政 3．5〉 御勘定衆直支配 八代弟下真手組大庄屋役

〈文化14．7 ～文政 4．2〉
四疋田組大庄屋後見役
〈～天保 4．8〉

十代 吉左衛門

四疋田組大庄屋代役
〈文化 9．11〉 地士

〈文化 8．6〉
御勘定衆直支配
〈文政 6．6〉

年頭御目見之節熨斗目
着用御免〈文政 5．1〉
小十人格〈文政12．7 〉

四疋田組大庄屋役
〈文化14．7 ～〉

独礼格〈天保 8．9〉
大御番格

 ＊「四疋田組大庄屋代々勤書」（多気町史編纂委員会編『多気町史　史料編』1991年、多気町）により作成。
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う
で
あ
る
。
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
五
月
に
は
、
勧
農
を
心
掛
け
た
と
い
う
こ

と
で
地
士
身
分
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。
そ
の
後
、
同
四
年
（
一
八
二
一
）
に
は
下
真

手
組
の
大
庄
屋
を
、
天
保
四
年
（
一
八
〇
三
）
に
は
四
疋
田
組
大
庄
屋
後
見
役
を

解
任
さ
れ
た
。

十
代
目
吉
左
衛
門
は
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
父
親
の
地
士
身
分
を
相
続

し
、
同
九
年
（
一
八
一
二
）
十
二
月
、
四
疋
田
組
の
大
庄
屋
代
役
を
勤
め
た
。
同

十
四
年
（
一
八
一
七
）
七
月
、
大
庄
屋
役
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
先
述
の
通
り
、
そ

の
後
見
役
に
九
代
目
万
四
郎
が
就
い
た
。
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
閏
正
月
に
は
、

年
頭
御
見
え
の
際
の
熨
斗
目
着
用
を
許
さ
れ
同
六
年
（
一
八
二
三
）、
川
俣
川
新

溝
普
請
精
勤
の
た
め
御
勧
定
奉
行
直
支
配
の
地
士
と
な
っ
た
。
同
十
二
年
（
一
八

四
一
）
に
は
、
役
儀
精
勤
の
た
め
、
小
十
人
格
と
な
り
、
天
保
八
年
（
一
八
三

七
）
に
は
、
組
下
を
よ
く
治
め
救
合
も
行
っ
た
と
し
て
翌
年
、
独
礼
格
に
な
っ
て

い
る
。
彼
は
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
ま
で
大
庄
屋
役
を
勤
め
た
が
、
そ
の
後

は
勤
め
ず
、
四
疋
田
組
の
大
庄
屋
は
、
東
谷
定
右
衛
門
が
勤
め
た
よ
う
で
あ
る
）
23
（

。

こ
こ
に
、
三
谷
家
の
四
疋
田
組
支
配
は
終
焉
を
む
か
え
た
。

三
谷
家
の
身
分
と
役
義　

三
谷
家
は
、
三
代
目
、
並
び
に
、
六
代
目
以
降
、
紀

州
藩
田
丸
領
の
大
庄
屋
を
勤
め
た
家
系
で
あ
り
、
ま
た
、
五
代
吉
左
衛
門
の
代
か

ら
、
ほ
ぼ
代
々
「
地
士
」
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
紀
州
藩
の
職
制
・

身
分
制
に
お
け
る
三
谷
家
の
位
置
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
し
て
お
き
た
い
。

紀
州
藩
で
は
、
領
内
の
村
々
を
「
郷
組
」
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
に
区
分
し
、

寛
永
年
間
）
24
（

に
こ
れ
ら
の
郷
組
に
「
大
庄
屋
」
を
置
い
て
組
下
の
村
々
を
統
轄
し
た
。

大
庄
屋
が
支
配
す
る
組
名
は
、
そ
の
大
庄
屋
が
所
在
す
る
村
名
が
つ
け
ら
れ
た
）
25
（

。

田
丸
領
で
は
、
六
つ
の
郷
組
に
区
分
さ
れ
、
三
谷
家
は
四
疋
田
組
の
大
庄
屋
を
寛

保
元
年
か
ら
ほ
ぼ
代
々
勤
め
た
。

大
庄
屋
は
郷
組
を
管
轄
す
る
郡
奉
行
の
下
で
、
村
々
の
庄
屋
の
上
位
に
た
ち
、

彼
ら
を
厳
し
く
監
督
し
た
）
26
（

。
主
な
仕
事
は
、
①
藩
か
ら
の
達
や
触
を
庄
屋
に
伝
達

す
る
こ
と
）
27
（

、
②
村
か
ら
の
願
書
や
届
出
書
類
の
受
理
・
決
裁
を
し
、
藩
へ
の
上
申

を
行
う
こ
と
）
28
（

、
③
河
川
の
管
理
、
用
水
工
事
の
夫
役
の
割
当
）
29
（

、
④
小
検
見
法
の
実

施
）
30
（

、
⑤
武
具
の
取
り
締
ま
り
）
31
（

、
⑤
他
国
へ
の
出
奉
公
の
取
締
り
）
32
（

で
あ
る
。

②
に
関
し
て
は
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
、
波
多
瀬
村
で
疱
瘡
が
流
行
し

た
際
、
村
の
庄
屋
か
ら
救
米
の
願
帳
が
十
代
吉
左
衛
門
宛
て
に
提
出
さ
れ
て
い
る
）
33
（

。

吉
左
衛
門
が
村
か
ら
の
願
帳
を
藩
に
上
申
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
④
に
関
し
て
は
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
か
ら
天
保
四
年
（
一
八
三

三
）
の
「
願
文
録
）
34
（

」
中
に
お
い
て
、
三
谷
に
対
し
「
毛
荒
ニ
付
御
見
分
願
」
を

願
っ
て
い
る
。（
但
し
、
ど
の
村
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。）
⑤
に

関
し
て
は
、
天
保
十
四
年
に
出
稼
ぎ
・
奉
公
人
を
調
査
し
た
も
の
が
朝
柄
村
か
ら

十
代
三
谷
吉
左
衛
門
へ
提
出
さ
れ
て
い
る
）
35
（

。
従
っ
て
、
大
庄
屋
三
谷
家
は
、
村
民

の
動
向
を
把
握
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
大
庄
屋
は
、
組
内
の
警
察
権
や
簡
単
な
裁
判
権
も
委
譲
さ
れ
て
お
り
、

村
を
ま
た
が
っ
て
大
き
な
権
力
を
も
っ
て
い
た
）
36
（

。
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に
平

谷
村
と
五
桂
村
と
の
間
で
光
渡
山
を
め
ぐ
り
山
論
が
起
こ
っ
た
際
に
は
、
大
庄
屋

三
谷
吉
左
衛
門
は
五
桂
・
平
谷
両
村
に
尋
問
し
て
事
情
説
明
を
命
じ
、
調
停
に
奔

走
し
た
と
い
う
）
37
（

。

こ
の
よ
う
に
、
三
谷
家
も
大
庄
屋
と
し
て
郡
奉
行
・
代
官
と
庄
屋
の
間
に
立
ち
、

在
方
の
支
配
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
「
地
士
」
は
、
紀
州
藩
成
立
の
在
地
状
況
と
関
係
し
な
が
ら
、
紀
州
藩
身

分
制
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
幕
末
期
ま
で
存
続
し
た
。
南
勢
一
帯
に
は
、
由

緒
あ
る
家
柄
の
者
や
北
畠
国
司
の
旧
臣
由
来
の
者
が
散
在
し
て
帰
農
し
て
お
り
、
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広
大
な
田
畑
や
山
林
な
ど
か
ら
獏
大
な
財
力
を
有
し
て
、
そ
の
地
方
に
勢
力
を

持
っ
て
い
る
者
も
い
た
）
38
（

。
頼
宣
の
入
封
以
来
、
そ
の
よ
う
な
在
野
の
有
力
者
の
不

満
を
慰
撫
、
懐
柔
し
よ
う
と
、
苗
字
・
帯
刀
を
許
さ
れ
た
者
が
「
地
士
」
で
あ
る
）
39
（

。

そ
し
て
地
士
を
庄
屋
や
大
庄
屋
な
ど
の
村
役
人
に
就
か
せ
、
藩
行
政
の
末
端
に
参

加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
藩
政
の
秩
序
維
持
を
図
っ
た
と
い
う
）
40
（

。
地
士
の
資
格
を

得
る
た
め
に
は
、
そ
れ
相
応
の
献
金
や
勤
労
が
必
要
で
あ
っ
た
）
41
（

。
ま
た
、「
地
士

常
々
心
得
之
事
）
42
（

」
に
よ
れ
ば
、
地
士
は
身
分
上
藩
家
中
の
徒
士
と
同
格
の
待
遇
が

与
え
ら
れ
、
居
村
だ
け
で
な
く
、
隣
村
に
お
い
て
も
、
禁
令
違
背
者
が
出
た
場
合

や
、
村
役
人
の
勤
務
態
度
が
良
く
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
代
官
や
郡
奉
行
所

に
上
申
す
る
権
利
を
持
っ
て
い
た
。
地
士
は
服
装
や
帯
刀
に
つ
い
て
様
々
な
規
制

を
受
け
た
が
、
一
方
で
は
一
般
の
百
姓
と
の
格
差
が
設
け
ら
れ
、
厚
遇
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

地
士
身
分
の
相
続
に
関
し
て
は
、
改
め
て
藩
に
願
い
出
、
そ
れ
相
応
の
冥
加
金

を
上
納
し
、
そ
の
上
関
係
筋
に
も
多
く
の
進
物
を
上
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
、
家
柄
や
功
績
は
あ
っ
て
も
、
地
士
株
を
一
度
藩
に

預
け
、
地
士
相
続
の
願
い
出
を
断
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
）
43
（

。
そ

の
た
め
地
士
は
時
代
に
よ
り
入
れ
替
わ
り
が
激
し
か
っ
た
。

三
谷
家
で
は
、
六
代
吉
左
衛
門
と
八
代
吉
左
衛
門
に
つ
い
て
、
四
疋
田
組
の
大

庄
屋
を
し
ば
ら
く
勤
め
た
後
に
地
士
身
分
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
る
。
万
四
郎

（
九
代
目
か
）
に
関
し
て
も
下
真
手
組
の
大
庄
屋
を
勤
め
た
功
績
に
よ
っ
て
地
士

身
分
が
与
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
十
代
目
吉
左
衛
門
は
、
父
親
が

早
世
し
大
庄
屋
役
は
若
年
の
た
め
勤
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
大
庄
屋
役
は
代

わ
り
に
叔
父
万
四
郎
が
勤
め
、
そ
の
後
、
お
そ
ら
く
成
人
し
た
こ
ろ
に
父
親
の
地

士
身
分
を
相
続
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
役
儀
は
勤
め
な
い
ま
ま
、
最

初
に
地
士
身
分
を
相
続
し
、
そ
の
後
大
庄
屋
を
勤
め
て
い
る
。
ま
た
、
七
代
吉
郎

次
と
十
代
吉
左
衛
門
は
、
大
庄
屋
代
役
を
勤
め
た
後
、
大
庄
屋
役
を
勤
め
て
い
る
。

十
代
吉
左
衛
門
の
場
合
は
、
若
年
の
た
め
大
庄
屋
役
の
見
習
と
し
て
代
役
を
勤
め

た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
七
代
吉
郎
次
に
つ
い
て
は
父
吉
左
衛
門
が
御
勝
手
筋

精
勤
に
よ
り
多
忙
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
補
佐
と
し
て
代
役
を
勤
め
て
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
十
代
吉
左
衛
門
は
、
小
十
人
格
や
独
礼
格
、
大
御
番
格
と
い
う
格
式
の

地
士
に
な
っ
て
い
る
が
、『
多
気
町
史
』
に
よ
れ
ば
そ
の
格
式
を
も
つ
地
士
数
は

少
な
く
、
功
績
抜
群
の
勤
労
の
あ
る
者
に
の
み
与
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
）
44
（

。

十
代
吉
左
衛
門
の
代
は
、
異
国
船
が
伊
勢
近
海
で
も
発
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

時
代
で
あ
る
。
彼
は
、
異
国
船
発
見
時
の
対
応
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
や
り
取
り

を
、
藩
役
人
や
近
隣
の
大
庄
屋
と
頻
繁
に
行
っ
て
い
る
）
45
（

。
こ
の
よ
う
な
功
績
が
認

め
ら
れ
、
異
例
に
格
式
が
与
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

Ⅱ　

紀
州
藩
松
阪
領

文
化
十
一
年
戌
十
一
月
付
「
往
来
一
礼
之
事
」（
整
番
13
）
は
、
紀
州
御
領
松

坂
養
泉
寺
を
差
し
出
し
と
し
、
宛
名
は
諸
国
御
関
所
御
役
人
衆
と
す
る
。
勢
州
松

坂
領
岡
本
村
の
住
人
太
兵
衛
な
る
人
物
の
父
、
道
寿
の
宗
旨
身
元
保
証
の
た
め
の

往
来
手
形
で
あ
る
。
松
坂
領
養
泉
寺
は
松
ヶ
島
に
在
地
を
持
つ
天
台
宗
の
寺
院

だ
っ
た
が
、
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
に
蒲
生
氏
郷
が
松
坂
城
を
築
城
し
た
際

寺
地
を
与
え
ら
れ
、
松
ヶ
島
か
ら
松
坂
へ
と
移
っ
た
と
い
う
）
46
（

。

　

Ⅲ　

桑
名
藩
士
金
子
権
太
左
衛
門

整
番
14
・
15
は
、
役
義
拝
命
・
御
用
拝
命
の
際
の
出
頭
命
令
書
で
あ
る
。
宛
名

の
金
子
権
太
・
金
子
権
太
左
衛
門
は
、
桑
名
藩
士
と
考
え
ら
れ
、
戊
辰
戦
争
の
際
、

慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
閏
四
月
に
桑
名
藩
主
松
平
定
敬
が
桑
名
藩
飛
地
で
あ
る
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越
後
国
柏
崎
領
に
移
る
に
従
い
、
御
政
事
総
宰
沢
采
女
、
御
政
事
奉
行
久
徳
小
兵

衛
ら
と
と
も
に
、
定
敬
の
供
を
つ
と
め
た
御
軍
事
奉
行
金
子
権
太
左
衛
門
の
名
が

知
ら
れ
る
。

　

Ⅳ　

某
藩
人
事

整
番
16
〜
19
は
、
い
ず
れ
も
同
一
の
筆
跡
で
あ
り
、
表
題
に
「
窺
書
」
と
記
さ

れ
た
人
事
窺
い
で
あ
る
。
年
紀
・
差
出
・
宛
所
の
記
載
は
な
い
が
、
人
事
の
対
象

と
な
っ
た
上
野
寅
三
（
七
〇
石
）・
稲
垣
尽
三
郎
（
御
歩
士
勤
）・
高
橋
常
治
（
下

勘
定
役
）・
蜂
屋
元
東
（
役
義
不
明
）・
増
田
弥
三
左
衛
門
（
常
番
組
頭
）
な
ど
は
、

石
高
や
役
義
名
か
ら
、
い
ず
れ
も
徒
士
身
分
程
度
の
武
士
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

伊
勢
周
辺
の
大
名
家
臣
団
の
可
能
性
を
考
慮
し
て
、『
桑
名
藩
分
限
帳
）
47
（

』・『
士
林

泝
回
）
48
（

』
な
ど
藩
士
人
名
録
等
を
検
索
し
た
が
、
該
当
す
る
人
物
は
確
認
で
き
な
い
。

整
番
18
の
「
窺
書
」
に
見
ら
れ
る
蜂
屋
元
東
な
る
人
物
は
役
義
不
明
で
あ
る
が
、

「
元
東
」
や
養
方
弟
「
元
雄
」
の
名
か
ら
、
特
定
の
家
業
で
仕
え
た
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。
不
心
得
で
処
罰
を
受
け
た
元
東
を
引
き
留
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、

養
方
第
で
あ
る
蜂
屋
元
雄
に
七
人
扶
持
遣
席
定
番
並
の
待
遇
を
与
え
、
さ
ら
に
元

東
の
養
子
を
許
可
す
る
な
ど
家
業
相
続
に
便
宜
を
は
か
っ
て
い
る
こ
と
、「
蜂
屋
」

と
い
う
名
字
か
ら
、
元
東
ら
は
志
野
流
香
道
家
と
し
て
知
ら
れ
る
蜂
谷
家
関
係
の

人
物
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
）
49
（

。

　

Ⅴ　

津
藩
等
町
人

「
万
之
丞
書
状
」（
整
番
20
）
は
、
ペ
リ
ー
来
航
時
に
江
戸
近
辺
に
店
を
構
え
る

万
之
丞
が
、
そ
の
父
に
宛
て
た
書
状
で
あ
り
、
文
中
に
「
新
店
」
の
藤
吉
が
出
奔

し
た
こ
と
、「
き
く
堂
薬
」
を
一
貫
文
分
買
い
付
け
た
こ
と
、
追
伸
に
「
一
身
田

高
林
主
計
方
…
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
津
藩
領
内
の
薬
商
人
の
も
の
と
判
断
し
た
。

ま
た
、「
千
秋
書
状
」（
整
番
22
）
も
、
東
京
か
ら
の
丸
薬
出
来
分
で
あ
る
二
十
貫

分
を
四
日
市
に
送
る
の
で
貴
家
（
良
助
）
に
も
協
力
し
て
ほ
し
い
こ
と
、
大
坂
一

条
に
印
を
も
ら
う
こ
と
、
東
京
一
条
に
も
相
談
を
し
た
い
の
で
一
両
日
中
の
入
来

を
待
っ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
千
秋
」「
良
助
」
と
い
っ
た
個
人
名
に
関
す

る
詳
細
は
不
明
だ
が
、
内
容
か
ら
両
者
共
に
丸
薬
屋
、
あ
る
い
は
薬
問
屋
の
可
能

性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

整
番
21
は
前
欠
な
が
ら
、
大
重
箱
を
授
か
り
二
十
七
人
で
夜
食
に
し
た
こ
と
、

「
お
ゑ
い
様
」
な
る
人
物
に
帰
り
を
促
し
た
が
無
理
に
止
め
た
こ
と
、
そ
の
こ
と

を
「
宗
恕
様
」
へ
断
り
申
し
上
げ
る
こ
と
な
ど
を
記
し
て
い
る
。
差
出
は
不
明
で

あ
る
が
、
文
面
か
ら
大
重
箱
を
届
け
た
主
（
塩
崎
）
へ
の
礼
状
で
あ
る
と
推
測
で

き
る
。
塩
崎
・
お
ゑ
い
様
・
宗
恕
様
ら
の
関
連
性
は
不
明
で
あ
る
。
文
中
の
「
職

人
町
病
人
、
実
々
ハ
ナ
ン
ギ
御
座
候
」
に
よ
り
、
差
出
は
町
人
で
は
な
い
か
と
判

断
し
た
。

　

Ⅵ　

一
志
郡
伊
倉
津
村

整
番
23
〜
39
は
、
伊
勢
国
一
志
郡
雲
出
七
郷
の
ひ
と
つ
で
あ
る
伊
倉
津
村
に
関

す
る
も
の
で
あ
る
。
年
代
の
判
明
す
る
も
の
で
は
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
か

ら
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
に
及
ぶ
近
世
文
書
五
点
、
近
代
文
書
一
二
点
の
合

計
一
七
点
で
あ
る
。
多
く
は
伊
倉
津
村
に
居
住
し
て
い
た
複
数
の
人
物
に
関
連
す

る
も
の
で
あ
り
、
田
畑
・
屋
敷
地
の
売
買
・
質
地
、
金
銭
貸
借
に
関
す
る
史
料
で

あ
る
。

こ
れ
ら
の
中
で
は
、
小
林
氏
と
長
谷
川
氏
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
ず
小
林

氏
は
、
整
番
29
・
30
・
31
な
ど
の
奥
書
に
そ
れ
ぞ
れ
「
伊
倉
津
村
惣
代
小
林
康
治

郎
」「
雲
出
村
副
戸
長
小
林
康
次
郎
」「
戸
長
小
林
康
次
郎
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
に
よ
り
、
小
林
氏
は
明
治
初
期
に
伊
倉
津
村
惣
代
や
、
新
政
府
の
下
で
雲
出
村

の
戸
長
な
ど
を
務
め
た
村
内
の
有
力
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
小
林
氏
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は
、
後
に
貴
族
院
議
員
を
務
め
る
小
林
嘉
平
次
）
50
（

を
輩
出
し
た
家
の
関
係
者
で
あ
る

と
思
わ
れ
、
整
番
28
の
「
小
林
嘉
平
次
」
も
こ
の
一
族
に
連
な
る
人
物
で
あ
る
と

推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
天
明
期
の
史
料
で
あ
る
整
番
24
で
は
「
伊
倉
津
村
嘉
平

次
」
と
記
さ
れ
、
小
林
姓
の
記
載
は
な
い
が
、
ど
ち
ら
も
伊
倉
津
村
在
住
者
で
あ

る
こ
と
、
通
称
名
が
同
じ
「
嘉
平
次
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
伊
倉
津
村
嘉
平
次
」

も
同
家
の
人
物
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

つ
い
で
長
谷
川
氏
に
関
連
す
る
文
書
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
と
翌
六
年

の
も
の
が
三
点
（
整
番
25
〜
27
）
あ
る
が
）
51
（

、
そ
れ
以
外
の
一
二
点
は
す
べ
て
明
治

期
の
史
料
で
あ
る
。
安
政
期
の
史
料
は
い
ず
れ
も
伊
倉
津
村
喜
蔵
宛
で
あ
り
、
明

治
六
年
（
一
八
七
三
）
の
史
料
（
整
番
29
）
の
宛
名
に
は
「
同
村
長
谷
川
喜
蔵
」

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
伊
倉
津
村
在
住
の
人
物
で
あ
る
こ
と
、「
同
村
長

谷
川
喜
蔵
」
と
同
じ
通
称
名
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
安
政
期
の
喜
蔵
と
同
一

人
物
、
あ
る
い
は
同
家
の
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
整
番
37
〜
39
か
ら
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
八
）
の
時
点
で
長
谷
川
喜

久
次
郎
が
「
伊
倉
津
村
六
拾
九
番
屋
敷
」
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
三

重
県
史
編
さ
ん
掛
が
保
管
す
る
「
小
林
嘉
平
治
文
書
）
52
（

」
中
に
は
、
明
治
十
九
年
五

月
廿
九
日
付
「
地
所
売
渡
之
證
」（
整
理
番
号
339-

10
）
の
奥
書
に
お
け
る
「
本
郷

村
外
弐
ヶ
村
戸
長
代
理
筆
主
長
谷
川
喜
三
次
郎
㊞
」
と
の
記
載
を
は
じ
め
他
三

点
）
53
（

の
史
料
か
ら
「
本
郷
村
外
弐
ヶ
村
）
54
（

」
の
戸
長
代
理
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
、
小
林
氏
と
同
じ
く
長
谷
川
氏
も
村
内
の
有
力
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

長
谷
川
氏
の
一
族
は
、
喜
蔵
、
喜
三
次
郎
、
喜
久
次
郎
の
三
名
が
見
ら
れ
る
。

長
谷
川
氏
が
売
買
契
約
等
を
交
わ
し
た
居
住
地
が
わ
か
る
相
手
は
、
す
べ
て
伊
倉

津
村
在
村
者
で
あ
り
、
対
象
と
な
っ
た
土
地
は
伊
倉
津
村
領
内
の
も
の
で
あ
る
と

判
明
す
る
史
料
も
多
い
。
表
③
は
長
谷
川
氏
が
購
入
し
た
土
地
の
所
在
等
を
示
す

も
の
で
あ
る
。
長
谷
川
氏
が
購
入
し
た
土
地
の
合
計
は
一
・
一
三
四
八
ヘ
ク
タ
ー

ル
ほ
ど
で
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
規
模
の
大
き
な
土
地
売
買
に
関
与
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
。

近
世
の
伊
倉
津
村
は
、
本
郷
・
高
峰
・
島
貫
・
池
田
・
長
常
・
十
五
所
・
長
藤

が
含
ま
れ
る
雲
出
七
郷
の
ひ
と
つ
で
あ
り
）
55
（

、『
宗
国
史
』
に
よ
る
と
寛
延
年
間
頃

の
雲
出
七
郷
全
体
の
戸
数
は
六
七
九
戸
、
人
口
は
二
七
四
〇
人
、
郷
士
が
一
三
人
、

馬
は
五
〇
疋
で
あ
る
が
、
そ
の
内
、
伊
倉
津
は
戸
数
一
七
六
戸
、
人
口
は
七
三
六

人
、
郷
士
二
人
、
馬
二
二
疋
を
数
え
る
。
ま
た
伊
倉
津
に
は
「
塩
戸
」
の
記
載
が

み
ら
れ
、
伊
勢
湾
に
面
し
た
海
村
で
あ
っ
た
）
56
（

。
近
世
に
お
い
て
は
津
藩
と
和
歌
山

藩
と
の
相
給
で
あ
り
、
行
政
上
は
「
雲
出
村
」
と
し
て
領
主
か
ら
把
握
さ
れ
て
い

た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
本
文
書
群
の
史
料
か
ら
、
近
世
後
期
の
地
域
住
民
間
で
は
、

土
地
売
買
や
金
銭
貸
借
の
証
文
に
お
い
て
「
雲
出
村
」
と
い
う
呼
称
を
使
わ
ず
、

「
伊
倉
津
村
」
の
呼
称
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
整
番
26
の

「
元
金
返
売
渡
田
地
之
事
」
で
は
、「
伊
倉
津
村
売
主
忠
左
衛
門
」
と
と
も
に
、

「
同
村
庄
屋
覚
蔵
」「
同
嘉
左
衛
門
」
ら
、
相
給
村
庄
屋
二
名
が
連
印
し
、「
同
村

庄
屋
」
と
肩
書
き
す
る
こ
と
か
ら
、
近
世
後
期
の
行
政
区
分
上
の
伊
倉
津
は
再
考

の
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。

伊
倉
津
村
の
村
域
は
、
明
治
期
（
年
次
不
詳
）
の
地
籍
図
）
57
（

か
ら
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
る
（
地
図
③
参
照
）。
伊
倉
津
村
は
雲
出
古
川
の
左
岸
に
位
置
し
て
お
り
、

川
に
沿
う
形
で
領
内
北
部
に
は
川
新
田
、
川
新
田
の
西
に
隣
接
す
る
形
で
伊
倉
新

田
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
地
域
の
新
田
は
、
元
禄
期
に
津
藩
に
よ
っ

て
新
田
開
発
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
）
58
（

、
こ
れ
ら
新
田
は
、
そ
の
時
に
干
拓

さ
れ
た
地
域
と
推
測
さ
れ
、
整
番
25
〜
27
に
み
ら
れ
る
新
田
も
、
当
地
域
に
該
当

す
る
箇
所
と
思
わ
れ
る
。
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表③　伊倉津村長谷川氏購入土地一覧

調査番号 村　名 小字名 等級 反 畝 歩 金　額 備　考

17 伊倉津村 新田 上田 15 分米 7升 5合

22 （伊倉津村） 伊倉新田 上田 15 10. 3

5 雲出村 伊倉津里ノ西 田畑 31

11 （伊倉津村）
下津 中田 4 3

13
（不明） 上畑 4 22

23 （伊倉津村） 中津747番 畑 7 18 28. 63. 7

26 （不明） 1390番字20割 田 1 2 11 32. 5

24 （伊倉津村） 下津14等 田 5 15 24

25 伊倉津村 （不明） 荒田 2 1 5 30

12 1
（不明） 433番字高峯 田 6 22

20
同字 田 1 15

20 （不明） 1186番字14割 田地 20 質地／M17～19．12．31

13 伊倉津村 字伊倉津1008番 宅地 4 1 27

14 伊倉津村 1033番字里ノ西 田 2 1 24 70

12 3 伊倉津村 1186番字14割 荒田 1 3 17 33

12 2
（伊倉津村） 里ノ西 田 5 6 23

（伊倉津村） 字砂入地 畑 5 5 12

6 48 194   7 升 5 合 41. 3 304. 5

＊ （　）内は表作成者による補足 （両） （円）

地図③
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ま
た
、
整
番
23
・
26
・
28
に
み
ら
れ
る
「
元
金
返
」
仕
法
は
、
質
入
れ
を
し
た

土
地
の
所
有
権
は
年
月
を
経
て
も
元
の
所
有
者
の
も
の
で
あ
り
、
質
入
れ
を
し
た

際
の
元
金
を
調
達
返
金
す
れ
ば
土
地
を
請
け
戻
す
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
「
元
金
返
」
の
慣
行
に
は
地
域
差
が
み
ら
れ
、
伊
賀
地
域
に
は
な
く

伊
勢
地
域
に
お
い
て
散
見
さ
れ
る
と
い
い
、
本
史
料
か
ら
伊
倉
津
村
で
も
「
元
金

返
」
の
慣
行
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
慣
行
が
史
料
に
み
ら

れ
る
の
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
ま
で
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
の
土
地
取
引
は
永

代
譲
渡
と
い
う
形
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　

Ⅶ　

安
芸
郡
楠
原
村

「
茶
畑
小
作
証
」（
整
番
40
）
は
、
旧
津
藩
領
楠
原
村
の
茶
畑
の
小
作
証
文
で
あ

る
。
こ
の
地
域
で
の
茶
生
産
は
明
治
初
年
頃
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
本
史
料

で
は
、
差
出
人
に
押
印
も
見
ら
れ
る
が
、
墨
線
で
抹
消
さ
れ
、
請
人
・
宛
名
の
記

載
も
な
く
下
書
あ
る
い
は
反
古
と
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

Ⅷ　

木
下
懇
隣
講

整
番
41
は
、「
木
下
懇
隣
講
」
の
講
金
受
け
渡
し
に
関
す
る
証
文
で
あ
る
。「
木

下
懇
隣
講
」
や
、
差
出
の
「
懐
山
御
台
所
」
に
つ
い
て
は
、
詳
細
不
明
で
あ
る
。

　

Ⅸ　

文
芸
関
係　

整
番
42
は
、「
加
藤
松
翁
」
な
る
俳
人
と
六
年
間
に
渡
っ
て
京
都
を
回
っ
た
こ

と
、
東
本
願
寺
で
得
度
し
た
こ
と
、
松
翁
と
そ
の
妻
に
先
立
た
れ
た
こ
と
な
ど
が
、

両
者
を
追
憶
す
る
形
で
記
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
「
奏
山
農
」
な
る
人
物
は
、
松
翁

妻
の
兄
弟
で
あ
り
、
松
翁
と
は
俳
人
仲
間
と
い
う
だ
け
で
な
く
義
兄
弟
の
間
柄
で

あ
っ
た
こ
と
が
文
面
か
ら
わ
か
る
。
本
文
後
半
は
清
書
さ
れ
て
お
ら
ず
推
敲
の
跡

が
見
ら
れ
、
本
文
は
加
藤
松
翁
の
遺
作
句
文
集
等
の
序
文
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
。
松
翁
と
い
う
名
の
俳
人
は
、『
元
禄
時
代
俳
人
大
観
）
59
（

』
内
に
い
く
つ
か
租

の
名
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
記
載
の
所
属
地
が
尾
陽
・
尾
張
・
大
坂
と
点
々
と
し

て
い
る
こ
と
、
名
字
に
関
し
て
は
不
明
な
事
か
ら
同
名
の
他
人
の
可
能
性
も
高
い

た
め
、
同
一
人
物
で
あ
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、「
加
藤
松
翁
」
は
「
一
無

庵
門
人
」
で
あ
り
、「
練
五
」
と
号
し
た
こ
と
も
本
文
中
に
見
ら
れ
る
。「
一
無

庵
」
は
、
小
林
一
茶
と
交
友
の
あ
っ
た
「
一
無
庵
丈
左
房
）
60
（

」
と
い
う
人
物
が
知
ら

れ
る
が
、
断
定
は
で
き
な
い
。

お　

わ　

り　

に

以
上
、
各
文
書
群
の
調
査
経
緯
や
概
要
を
紹
介
し
て
き
た
。
個
々
の
文
書
群
は
、

け
っ
し
て
薬
種
商
の
経
営
実
態
や
、
個
々
が
属
す
る
社
会
集
団
・
地
域
社
会
に
お

け
る
関
係
を
十
分
に
物
語
る
史
料
群
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
や
社
会

集
団
・
地
域
社
会
の
一
側
面
を
伝
え
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
の

文
書
群
が
関
係
す
る
史
料
と
合
わ
せ
て
、
有
効
に
研
究
・
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
本
調
査
で
は
全
体
の
目
録
化
と
と
も
に
、
史
料
保
存
状
態
が
比
較
的

良
好
で
あ
る
た
め
、
全
史
料
の
写
真
撮
影
を
実
施
し
た
。
本
学
で
の
閲
覧
は
、
関

係
機
関
と
調
整
の
上
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

注（1
）　

京
都
二
条
通
は
薬
種
問
屋
の
集
ま
る
地
域
で
あ
る
。『
京
都
の
歴
史
』
第
6

巻
、
伝
統
の
定
着
、
第
三
章　

伝
統
文
化
の
成
立
（
一
九
七
三
年
、
学
藝
書

林
）。

（
2
）　

鎌
谷
か
お
る
「
近
世
後
期
に
お
け
る
堅
田
商
人
の
金
融
活
動
」（『
神
女
大
史

学
』
二
〇
、
二
〇
〇
三
年
、
神
戸
女
子
大
学
史
学
会
）。
な
お
、
滋
賀
県
立
図

書
館
に
「
堅
田
北
村
又
三
郎
文
書
」
が
あ
る
が
、
未
確
認
で
あ
る
。

（
3
）　

国
際
日
本
文
化
研
究
所
の
書
写
資
料
の
な
か
に
、「
薬
種
組
合
取
締
細
川
治
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助
宛
文
書
」
と
題
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
が
、
売
却
処
分
さ
れ
た
史
料
の
一
部

と
考
え
ら
れ
る
。

（
4
）　

三
重
県
玉
城
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
玉
城
町
史
』
近
世
史
料
集　

第
三
巻

（
萬
蔵
留
第
二
集
）
二
〇
〇
七
年
、
玉
城
町
。

大
御
金
蔵
之
儀
、
此
度
相
究
候
通
、
都
而
金
銀
受
払
元
ニ
相
成
候
付
、
當

戌
年
よ
り
弐
夫
米
代
銀
路
銀
御
蔵
納
を
相
止
、
大
御
金
蔵
納
ニ
致
候
筈
候

間
、
左
様
御
心
得
可
有
之
候
、
右
之
段
可
相
通
旨
奉
公
衆
よ
り
申
来
候
、

付
如
之
候
、
已
上

　
　
　
　
　
　

十
一
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
勘
定
所

　
　
　
　
　
　

村
田
庄
左
衛
門
様　

（
5
）　

三
重
県
玉
城
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
玉
城
町
史
下
巻
』（
二
〇
〇
五
年
、
玉

城
町
）
に
よ
れ
ば
、
紀
州
藩
が
年
貢
と
は
別
に
高
百
石
に
つ
き
米
二
石
を
課
し

た
も
の
。

（
6
）　
『
日
本
国
語
大
辞
典
2
』
一
九
八
九
年
、
小
学
館
。

（
7
）　

宇
治
山
田
市
編
『
宇
治
山
田
市
史
下
巻
』
一
九
七
二
年
、
宇
治
山
田
市
。

（
8
）　

皇
學
館
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
資
料
叢
書　

第
五
輯　

神
宮
御
師
資
料
外
宮

篇
四
』（
一
九
八
六
年
、
皇
學
館
大
学
出
版
部
）
の
「
外
宮
師
職
諸
国
旦
方
家

数
改
覚
」
に
「
蔵
田
中
書
」
の
名
が
あ
り
、
出
羽
国
な
ど
に
九
八
六
人
の
檀
家

が
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
9
）　
『
伊
勢
市
史
』
第
三
巻　

近
世
編
二
〇
一
三
年
、
伊
勢
市
。

（
10
）　

和
歌
山
県
立
文
書
館
編
『
収
蔵
資
料
目
録
一
〇　

紀
州
家
中
系
譜
並
に
親
類

書
上
げ（
上
）』、
二
〇
一
一
年
、
和
歌
山
県
。

（
11
）　

多
気
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
多
気
町
史　

通
史
編
』
一
九
九
一
年
、
多
気
町
。

（
12
）　

注
11
前
掲
書
、
二
五
〇
頁
〜
二
五
一
頁
。

（
13
）　

宇
治
山
田
市
編
『
宇
治
山
田
史　

下
巻
』
一
九
七
二
年
、
宇
治
山
田
市
。

（
14
）　

国
文
学
研
究
資
料
館
史
学
館
編
『
史
料
館
収
蔵
史
料
総
覧
』（
一
九
九
六
年
、

名
誉
出
版
）
一
九
二
頁
に
よ
れ
ば
、
飛
脚
問
屋
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
15
）　
『
紀
州
家
中
系
譜
並
に
親
類
書
上
げ（
下
）』
前
掲
注（
10
）に
同
じ
。

（
16
）　

金
子
延
夫
著
編
『
三
重
県
郷
土
資
料
叢
書
第
91
集
玉
城
町
史
、
第
二
巻
│
南

伊
勢
の
歴
史
と
伝
承
│
』
一
九
八
三
年
、
三
重
県
郷
土
資
料
刊
行
会
。

（
17
）　
「
弥
七
郎
」
は
十
代
吉
左
衛
門
の
幼
名
で
あ
る
。
吉
左
衛
門
は
文
化
十
四
年

（
一
八
一
七
）
か
ら
大
庄
屋
役
を
勤
め
て
い
る
が
叔
父
万
四
郎
が
天
保
四
年

（
一
八
三
三
）
ま
で
後
見
役
と
し
て
補
佐
し
て
お
り
、
そ
の
間
は
「
弥
七
郎
」

を
名
乗
っ
て
い
る
。
そ
の
間
、
酉
年
は
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
の
み
で
あ
る
。

こ
の
年
代
比
定
に
つ
い
て
は
『
多
気
町
史
』
史
料
編　

二
三
七
頁
に
掲
載
さ
れ

る
「
盗
賊
被
害
届
」
と
、『
多
気
町
史
』
二
五
〇
〜
二
五
一
頁
に
掲
載
さ
れ
た

「
和
歌
山
藩
田
丸
領
松
坂
領
地
士
名
簿
」
を
参
考
に
し
た
。

（
18
）　

多
気
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
多
気
町
史　

史
料
編
』（
一
九
九
二
年
、
多
気

町
）
に
よ
れ
ば
、
十
代
三
谷
吉
左
衛
門
は
別
名
を
橘
左
衛
門
と
言
っ
た
。

（
19
）　

和
歌
山
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
和
歌
山
県
史　

近
現
代
一
』
一
九
八
九
年
、

和
歌
山
県
。

（
20
）　

注
19
前
掲
書
。

（
21
）　

堀
内
信
編
『
南
紀
徳
川
史
（
第
十
巻
）』（
一
九
七
一
年
、
名
著
出
版
）
に
よ

れ
ば
、
四
疋
田
組
は
「
朝
柄
村　

向
粥
見
村　

波
多
瀬
村　

古
江
村　

土
屋
村　

片
野
村　

色
太
村　

車
川
村　

前
村　

長
谷
村　

神
坂
村　

平
谷
村　

五
桂
村　

仁
田
村　

油
夫
村　

四
神
田
村　

西
山
村　

五
佐
奈
村　

津
留
村　

上
牧
村　

中
牧
村　

北
牧
村　

井
の
内
村　

佐
伯
村　

三
疋
田
村　

四
疋
田
村　

相
可
村　

荒
蒔
村　

兄
国
村　

弟
国
村　

朝
長
村　

河
田
村
」（
全
三
二
ヶ
村
）
で
あ
る
。　

（
22
）　

注
18
前
掲
書
。

（
23
）　

注
11
前
掲
書
、
二
五
一
頁
。

（
24
）　

和
歌
山
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
和
歌
山
県
史　

近
世
』（
一
九
九
〇
年
、

和
歌
山
県
）
で
は
、「
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
八
月
の
法
度
に
、
初
め
て

大
庄
屋
の
名
が
み
え
る
。」
と
あ
り
、
ほ
ぼ
そ
の
こ
ろ
に
大
庄
屋
が
設
置
さ
れ

た
と
推
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
年
に
領
内
全
て
の
地
域
に
一
斉
に
置
か
れ
た
の

で
は
な
く
、
徐
々
に
置
か
れ
て
い
っ
た
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
記
述
し

て
い
る
。

（
25
）　

注
11
前
掲
書
。

（
26
）　

注
11
前
掲
書
。

（
27
）　

注
11
前
掲
書
。

（
28
）　

注
11
前
掲
書
。

（
29
）　

注
11
前
掲
書
。

（
30
）　

注
24
前
掲
書
。
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（
31
）　

注
24
前
掲
書
。

（
32
）　

注
24
前
掲
書
。

（
33
）　

勢
和
村
史
編
纂
委
員
会
編
『
勢
和
村
史　

資
料
編
1
』
二
〇
〇
一
年
、
勢
和

村
、
一
九
七
頁
〜
二
〇
一
頁
。

（
34
）　

注
18
前
掲
書
、
二
〇
五
頁
〜
二
四
六
頁
。

（
35
）　

注
33
前
掲
書
、
一
七
九
頁
〜
一
八
五
頁
。

（
36
）　

注
11
前
掲
書
。

（
37
）　

注
11
前
掲
書
。

（
38
）　

注
11
前
掲
書
。

（
39
）　

注
11
前
掲
書
。

（
40
）　

注
11
前
掲
書
。

（
41
）　

注
11
前
掲
書
。

（
42
）　

注
18
前
掲
書
。

（
43
）　

注
11
前
掲
書
。

（
44
）　

注
11
前
掲
書
。

（
45
）　

注
14
前
掲
書
、
三
五
四
頁
〜
三
七
七
頁
。

（
46
）　
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典　

二
四　

三
重
県
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
三
年
）

（
47
）　
『
桑
名
藩
分
限
帳
』（
桑
名
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
九
年
）。

（
48
）　
『
士
林
泝
回
』（
愛
知
県
郷
土
史
料
刊
行
会
、
名
古
屋
叢
書
続
編
第
一
七
巻
〜

二
十
巻
所
収
、
一
九
八
三
年
）。

（
49
）　

蜂
谷
本
家
は
幕
末
期
に
尾
張
藩
で
勤
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、『
士
林
泝
回
』

内
に
該
当
人
物
が
い
な
い
か
も
調
査
し
た
が
、「
蜂
屋
」
と
い
う
名
字
は
発
見

で
き
た
も
の
の
、
元
東
ら
の
名
は
発
見
で
き
ず
、「
蜂
屋
」
家
自
体
も
断
絶
系

譜
に
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
本
文
書
と
は
無
関
係
と
考
え
る
。
ま
た
、
蜂

谷
門
人
に
つ
い
て
は
蜂
谷
本
家
が
所
蔵
す
る
「
門
人
帳（
上
）」「
諸
国
香
道
門

人
帳（
下
）」（
松
隠
軒
蔵
書
）
が
あ
る
が
確
認
で
き
て
い
な
い
。

（
50
）　

鈴
木
善
作
編
『
地
方
発
達
史
と
其
の
人
物
』（
郷
士
研
究
社
、
一
九
三
八
年
）。

（
51
）　
「
譲
り
渡
し
添
証
文
之
事
」（
調
番
17
）、「
借
用
申
金
子
之
事
」（
調
番
21
）、

「
元
金
返
売
渡
田
地
之
事
」（
調
番
22
）。

（
52
）　

三
重
県
史
料
編
さ
ん
掛
寄
託
保
管
「
小
林
嘉
平
治
文
書
」。

（
53
）　

①
明
治
十
七
年
十
月
三
十
日
「
借
用
金
證
券
」（
整
理
番
号
337-

17
）
か
ら

「
筆
生
長
谷
川
喜
三
」、
②
明
治
十
九
年
六
月
十
八
日
「
地
所
売
渡
證
」（
整
理

番
号
339-

13
）
か
ら
「
本
郷
村
外
二
ヶ
村
戸
長
代
理
筆
主
長
谷
川
喜
三
次
郎

㊞
」
③
明
治
十
九
年
九
月
廿
五
日
「
地
所
売
渡
之
証
」（
整
理
番
号
339-

14
）
か

ら
「
同
郡
伊
倉
津
村
証
人
長
谷
川
喜
久
次
郎
㊞
」「
本
郷
村
外
弐
ヶ
村
戸
長

代
理
筆
主
長
谷
川
喜
三
次
郎
㊞
」。

（
54
）　

雲
出
村
は
町
村
分
割
に
よ
り
本
郷
・
島
貫
・
伊
倉
津
・
長
常
と
な
る
が
、
史

料
上
は
「
本
郷
村
外
弐
ヶ
村
」
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
地

籍
図
に
お
い
て
も
、
先
に
述
べ
た
四
ヶ
村
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
史
料
上

の
「
本
郷
村
外
二
ヶ
村
」
は
誤
表
記
と
推
測
さ
れ
る
。

（
55
）　
『
宗
国
史
』
上
巻
（
伊
賀
古
文
献
刊
行
会
、
一
九
七
九
年
）。

（
56
）　

前
項
同
。

（
57
）　

雲
出
村
の
状
況
か
ら
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
〜
同
二
十
二
年
（
一
八
八

九
）
の
間
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
一
志
郡
雲
図
村
地
籍
図
』（
伊

勢
国
一
志
郡
伊
倉
津
村
全
図
・
同
郡
長
常
村
全
図
・
同
郡
島
貫
村
全
図
・
同
郡

本
郷
村
全
図
）。

（
58
）　
『
歴
史
地
名
体
系　

三
重
県
』
の
雲
出
村
の
項
、
平
凡
社
。

（
59
）　
『
元
禄
時
代
俳
人
大
観　

第
一
巻　

第
二
巻
』（
雲
英
末
雄
監
修
／
佐
藤
勝

明
・
伊
藤
善
隆
・
金
子
俊
之
編
、
二
〇
一
一
年
）。

　

第
一
巻
は
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
〜
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）、
第
二
巻

は
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
〜
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
を
対
象
と
し
て
お

り
、「
松
翁
」
の
名
は
元
禄
三
年
か
ら
八
年
の
間
に
散
見
さ
れ
る
。

（
60
）　

山
本
和
明
「
一
無
散
人
『
諸
国
奇
談　

東
遊
奇
談
』
│
翻
刻
と
解
題
│
」

（『
相
愛
女
子
短
期
大
学
研
究
論
集
』
42　

1-

36　

一
九
九
五
年
）。
一
無
庵
丈

左
房
は
、
近
世
中
後
期
に
活
躍
し
た
俳
人
で
、
岸
丈
左
、
一
無
庵
と
も
号
す
る

人
物
で
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
の
『
奥
の
し
ほ
り
』、
同
六
年
の
『
狭
名

辺
墳
集
』、
同
七
年
の
『
俳
諧
八
僊
歌
』
な
ど
が
編
著
が
あ
る
。『
奥
の
し
ほ

り
』
の
序
文
に
は
、「
我
や
こ
と
な
き
卿
に
仕
ま
つ
り
志
を
風
流
の
為
に
官
を

辞
し
て
世
を
い
と
ひ
し
に
」
と
あ
り
、
薙
髪
す
る
前
は
宮
中
（
山
本
氏
の
考
察

で
は
、
鷹
司
輔
平
と
想
像
さ
れ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
）
で
仕
え
た
人
物
と
考
え

ら
れ
る
と
い
う
。
俳
諧
を
通
じ
た
交
友
で
は
、
成
美
・
闌
更
・
松
露
庵
烏
明
・

鈴
木
牧
之
・
小
林
一
茶
な
ど
が
知
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。
寛
政
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八
年
一
月
に
は
、
松
坂
の
本
居
宣
長
を
訪
れ
て
い
る
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
所

蔵
『
熊
谷
俳
諧
資
料
』
の
な
か
に
岸
丈
左
の
「
書
簡
集
」
等
五
一
巻
が
あ
る
が
、

宛
所
と
し
て
松
翁
・
練
五
の
名
は
見
ら
れ
な
い
。「
加
藤
松
翁
」
の
人
物
考
証

は
後
考
を
待
ち
た
い
。

〈
付
記
〉　

本
調
査
で
は
、
三
重
県
環
境
生
活
部
文
化
振
興
課
県
史
編
さ
ん
班
主
幹
の

藤
谷
彰
氏
に
は
、
関
係
文
献
の
紹
介
や
史
料
閲
覧
に
際
し
て
、
大
変
お
世
話
に

な
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

凡　

例

一
、
本
目
録
は
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
「
薬
種
商
八
幡
屋
北
村
又
三
郎
文

書
」
二
七
点
、「
大
和
国
宇
陀
郡
松
川
薬
種
商
細
川
治
助
文
書
」
一
四
五
点
、

「
伊
勢
地
域
関
係
収
集
文
書
」
四
二
点
の
目
録
で
あ
る
。

一
、
史
料
上
の
異
体
字
・
合
字
・
略
字
な
ど
は
、
原
則
と
し
て
常
用
字
体
に
改
め

た
。

一
、
破
損
・
虫
損
・
抹
消
な
ど
に
よ
り
判
読
不
明
な
文
字
は
、
□
・﹇　
　

﹈
な

ど
に
よ
り
表
し
た
。

一
、
目
録
欄
の
「
整
番
」
は
、
本
目
録
に
よ
る
分
類
ご
と
の
整
理
番
号
で
あ
る
。

一
、「
調
番
」
は
、
初
期
調
査
に
お
い
て
付
与
し
た
調
査
番
号
で
あ
る
。

一
、「
年
月
日
」
は
、
文
書
上
の
年
紀
と
し
、
記
録
等
で
記
載
年
代
の
幅
の
あ
る

も
の
は
最
初
の
年
紀
の
み
を
記
し
た
。
ま
た
、
年
紀
の
な
い
文
書
で
年
代
を
推

定
で
き
る
も
の
は
（　
　

）
内
に
表
し
た
。

一
、「
文
書
名
」
は
、
原
則
と
し
て
原
題
を
記
し
、
原
題
の
な
い
も
の
は
文
書
名

を
付
与
し
﹇　
　

﹈
内
に
記
し
た
。
ま
た
、
補
足
す
る
場
合
は
（　
　
　

）
内

に
記
し
た
。

一
、「
差
出
↓
宛
所
」
は
、
は
じ
め
に
文
書
発
給
者
も
し
く
は
記
録
者
を
示
し
、

「
↓
」
を
付
し
た
後
に
、
文
書
の
宛
名
・
宛
所
を
記
載
し
た
。
発
給
者
ま
た
は

宛
名
・
宛
所
が
複
数
あ
る
場
合
は
、
適
宜
冒
頭
数
名
を
記
し
た
上
で
、
他
何
名

と
略
記
し
た
場
合
が
あ
る
。

一
、「
形
状
」
は
、
用
紙
に
お
け
る
竪
紙
・
切
紙
・
竪
継
紙
・
切
継
紙
・
切
続

紙
・
折
紙
の
区
別
を
し
た
う
え
で
、「
竪
紙
」「
切
紙
」「
竪
継
紙
」「
切
継
」

「
切
続
」「
折
紙
」
と
表
記
し
た
。

一
、「
員
数
」
は
、
数
値
の
み
を
記
し
た
。

一
、「
内
容
／
備
考
（
一
括
関
係
な
ど
）」
は
、
文
書
の
内
容
を
略
記
し
、
現
状
で

の
紙
縒
・
包
紙
・
巻
込
な
ど
に
よ
る
一
括
関
係
、
前
欠
・
後
欠
な
ど
の
伝
存
状

況
、
印
文
な
ど
を
示
し
た
。

一
、
本
文
書
目
録
の
作
成
は
、
母
利
お
よ
び
本
学
大
学
院
生
塩
澤
美
穂
・
柴
田
祐

希
、
大
学
院
研
修
生
鷲
見
敦
子
が
中
心
に
行
い
、
調
査
段
階
で
は
本
学
准
教
授

梅
田
千
尋
・
同
早
島
大
祐
、
本
学
大
学
生
が
参
加
し
た
。
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図①　北 2
小西九兵衛図②　北 7　北村三郎兵衛

図③　北13　桝屋安兵衛

図④細 1 - 1
小西久兵衛　

図⑤細 1 - 7
近江屋彦兵衛

図⑥細 1 - 8
三輪壱才　　

図⑦細 1 - 17
小堀屋源助　

図⑧細 1 - 18
奈良屋喜兵衛

図⑨細 1 - 19
小西彦七　　

図⑩細 1 - 22
小山甚吉　　

図⑪細 1 - 24 
奈良屋喜兵衛

図⑫細 1 - 27
小西彦七　　

図⑬細 1 - 28
大黒屋八次郎
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図⑭細 1 - 33
奈良屋彦兵衛

図⑮細 1 - 36　小西利兵衛図⑯細 1 - 40　小西喜輔図⑰細 1 - 43
明石屋喜兵衛

図⑱細 1 - 48
なら屋喜兵衛

図⑲細 1 - 59
小西原三郎　

図⑳細 1 - 56
八荷屋弥介　

図㉑細 1 - 59
河中屋清八　

図㉒細 1 - 61
小西又七　　

図㉓細 1 - 52　小西彦七→細川治助
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図㉗細 2 - 47　
桧皮屋三右衛門 図㉔細 2 - 25

𠆢□→𠆢一様
図㉕細 2 - 35
小西茂兵衛　

図㉖細 2 - 45
小西茂兵衛　

図㉘細 2 - 49
大沢屋作次郎

図㉙細 2 - 50
守道屋弥吉　

図㉚細 1 - 28
大黒屋安五郎

図㉛細 2 - 62
近江屋安五郎

図32細 2 - 75　
近江屋太衛門
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1 　薬種商八幡屋北村又三郎文書 

整番 調番 年　月　日 文　書　名 差出→宛名 内容／備考（一括関係など） 形状 員数 法量

1 15 文化元年 5月 4日 三月切御かい分仕切
（蘇枋）

小西九兵衛（印）→
北村又三郎様

上本蘇枋拾丸 2件、代銀につき差引過上銀高の仕切書。裏継印有。 堅継 1 31. 4＊
41. 7

2 21 文化元年 7月 六月切御かい分仕切
（蘇木）

小西九兵衛（印）→
八幡屋又三郎様

上本蘇木20丸の代銀より、他の利銀などを差し引いた 6月分仕切書。天に割印 2
箇所、金額上に 2箇所割印有。

竪紙 1 31. 2＊
41. 5

3 6 文化元年11月 十月切御買分仕切
（蘇枋）

小西九兵衛（印）→
北村又三郎殿

10月の御買分仕切りとして、上本蘇栃・上本蘇木両品物の売買に関わる過上銀支
払済証。天に割印 3箇所、本文中金額 3箇所印有。

竪続 1 31. 4＊
48. 9

4 11 文化 2年 5月 三月切御買分仕切
（蘇枋）

小西九兵衛（印）→
北村又三郎様

上本蘇木30丸 2 件の代銀に、差引分先年以来の取引に伴う過上分を計上した 3月
切分の仕切書。天に 2箇所、文中金額部分 3箇所に割印有。

竪続 1 28. 4＊
56. 5

5 14 文化 2年 7月 六月切御買分仕切
（檳郎子）

小西九兵衛（印）→
北村又三郎様

三萬檳郎子代銀に口銭などを加算した金額確認のための 6月切仕切書。金額部分
に割印 1箇所有。

竪続 1 28. 0＊
34. 4

6 7 文化 2年11月晦日 当十月限御買分仕限
書

北村三郎兵衛（印）→
八幡屋又三郎殿

弐万斤物連堯（翹） 2件の10月限、御買分の差引として銀80目 4 分 3 厘の支払済
証。割印など有。

切続 1 30. 9＊
42. 2

7 12 文化 2年11月 十月切御うり分仕切
（檳郎子）

小西九兵衛（印）→
北村又三郎様

両名檳郎子10櫃、 2件の代銀 1貫516匁 2 分につき、差引など仕切書。裏継印有。 竪継 1 28. 1＊
40. 8

8 2 （文化 3年カ）寅 3
月

正月限うり分仕切
（檳郎子）

小西九兵衛（印）→
北村又三郎殿

薬種「三万檳郎子」（檳榔子）50櫃代銀 7貫202匁 2 分 5 厘より先年取引の過払分
などを差引、 6貫997匁 2 分 9 厘となることを示した仕切書。裏に継印有。天に
2箇所割印有。

切紙 1 28. 2＊
35. 6

9 3 文化 3年 7月 2日 覚（象牙代銀請取証
文）

小西九兵衛（印）→
北村又三郎殿

象牙代銀 4貫944匁 6 分についての請取証文。天に 2箇所、他 3箇所割印有。 切紙 1 29. 0＊
22. 5

10 1 文化 3年10月 5 日 覚（月切御売り物代
銀請取証文）

小西九兵衛（印）→
北村又三郎殿

銀 3貫 5百目を10月切で御売り物代の内として請け取る。天に割印 1箇所。金額
2箇所印有。

切紙 1 28. 1＊
15. 6

11 17 文化 4年 7月 六月限御買分仕限
（胡椒）

小西九兵衛（印）→
北村又三郎様

6月限御買分として、無銘胡升20櫃代銀に、口銭・過上銀などを計上した、 2貫
551匁 5 分の仕切書。裏印 1箇所、本文中に割印 1箇所有。

切続 1 28. 0＊
29. 3

12 18 文化 4年11月 大差銀御うり分仕切
（大嶋黒砂糖）

小西九兵衛（印）→
北村又三郎様

大嶋黒砂糖100樽の代銀 8貫349匁 6 分 6 厘に口銭を加算した仕切書。天に割印 2
箇所有。貼紙「砂糖相場又三郎渡ル」有。

竪紙 1 29. 4＊
32. 4

13 19 （文化 5年カ）戊辰
11月

十月切御売分仕切
（蘇枋）

小西九兵衛（印）→
北村又三郎様

10月切の御買分仕切として、本蘇栃20丸、代銀16貫600匁に対して、寄方・品物
欠品分を差し引いた仕切り銀15貫850匁 2 分につき支払決済書。天に割印 1箇所、
金額部分に印 1箇所有。

竪切 1 28. 7＊
27. 1

14 20 （文化 6年カ）己巳
年 9月11日

十ヶ月限御うり分仕
切（象牙）

小西九兵衛（印）→
北村又三郎様

10ヶ月限御うり分仕切として、久一象牙17本代銀より歩引などを清算した仕切書。
天に割印 2箇所、本文中代銀箇所に割印 1箇所有。

切続 1 27. 4＊
33. 0

15 26 文化 7年 3月 正月切御買分仕切
（猪苓）

小西九兵衛（印）→
北村又三郎様

九千五百猪苓30櫃・三千文附子30櫃などの買分に、口銭・船賃・利足分を含めて
算出した仕切書。天に割印 2箇所、金額上に割印 1箇所有。紙継裏に 1箇所印有。

竪続 1 28. 3＊
48. 4

16 24 文化 7年 7月13日 覚（売物代金受領ニ
付）

小西九兵衛（印）→
北村又三郎様

6月切売物代のうち、金77両受領につき覚。天に割印 1箇所、金額・本文中 2箇
所に印有。

竪切 1 28. 6＊
14. 1



86

史
　
　
　
窓 17 9 （文化 7年カ）庚午

7月
六月切御買分仕切
（胡升・ 実・知
母・猪苓・烏蛇・宿
砂ほか）

小西九兵衛（印）→
北邑又三郎様

胡升・ 実・知母・猪苓・烏蛇・宿沙（砂）などの量目、代銀差引過上分につき
仕切書。裏継割印有。

竪続 1 28. 7＊
73. 3

18 25 （文化 7年カ）庚午
5月

三月切御買分仕切
（蘇枋）

小西九兵衛（印）→
北村又三郎様

上本蘇枋拾丸 4件の買分と上本蘇枋四十九丸の売分について、口銭・割引分を含
め差額を示した仕切書。天に割印 3箇所、金額上に割印 1箇所有。紙継裏に 1箇
所印有。

竪紙 1 28. 8＊
43. 5

19 27 （文化 7年カ）康午
11月

十月切御買分仕切
（麒麟血・附子）

小西九兵衛（印）→
北村又三郎様

通天印麒麟血10箱・三千附子30櫃他薬種買分から、売分・諸費用を差引いた仕切
書。天に割印 2箇所、金額上に割印 2箇所有。紙継に裏印 2箇所有。

竪紙 1 28. 6＊
61. 3

20 4 （文化 8年カ）辛未
5月

三月切御売分仕切
（蘇枋）

小西九兵衛（印）→
北村又三郎殿

三月切分の上本蘇木代 3件、計23貫890匁から「百三引」「欠引」を差引、計22貫
298匁の仕切書。天に割印 2箇所、差出下印 1箇所有。

堅切
続

1 29. 0＊
44. 6

21 5 （文化 8年カ）辛未
霜月

十月切御買分仕切
（甘草）

小西九兵衛（印）→
北村又三郎殿

10月切御買分仕切として、「壱万甘艸五櫃」、代銀 3貫823匁 6 分から「付かへ」
などを差引、過銀分を計上した仕切書。天に割印 1箇所、続紙部分に割印 1箇所
有。

切紙 1 28. 6＊
43. 8

22 8 天保 6年 2月25日 三月切利足引仕切覚
（椰子油）

井口次蔵→北村又三郎
様

「玉印椰子油」（薬種柳絮）50箱の代金に大津迄の送料・口銭を加え、加之利銀を
差し引いた 5貫393匁 9 分 6 厘の仕切状。両向上辺に割印 3箇所ずつ有（計 6箇
所）。折紙状（横帳綴用 2ツ折）。片面に表題史料。裏面に同年正月切の「仕切
覚」有。

折紙 1 30. 1＊
40. 5

23 16 （天保 6年カ）乙未
2月

正月限御うり分仕切
書（阿仙薬）

小西九兵衛（印）→
北村又三郎様

両銘阿仙薬30櫃、 5貫191匁 2 分の他 2件の代銀につき、差引仕切銀高の支払決
済書。

竪紙 1 31. 0＊
41. 4

24 13 （年未詳）未 3月 當切御買分仕切覚
（芦会・白檀）

枡屋安兵衛→北村亦三
郎様

芦会（アロエ）20箱・白檀50櫃の代銀計13貫606匁に口銭を加算し、利足などを
差引いた705匁 7 分 9 厘につき、未 3月切分の計算仕切書。天に割印 2箇所有。

竪切
続

1 28. 5＊
42. 0

25 10 （年未詳）辛未 7月 六月限御買分仕切
（石がら・キリン血）

小西九兵衛（印）→
北村又三郎様

石かう（膏）・通天印キリン血などの代銀差引分につき、 6月限仕切書。裏に継
印有。天に 2箇所、他 1箇所割印有。

竪続 1 28. 6＊
50. 9

26 23 （年未詳）巳 7月 十月切御買分仕切
（枳実）

小西九兵衛（印）→
北村又三郎様

枳実30櫃代銀 3貫329匁 5 分 5 厘について、10月御買分を算出した仕切書。天に
割印 1箇所、本文中に割印 1箇所有。裏印 1箇所有。

切続 1 28. 8＊
39. 5

27 22 （年未詳）巳11月 十月限御買分仕切
（蘇木・象牙）

小西九兵衛（印）→
北村又三郎様

上本蘇木30丸代銀より「十一万」30丸と象牙売買に関わる金額の差額を算出した
仕切書。天に割印 3箇所、金額上に 2箇所割印有。紙継目裏に 1箇所裏印有。

切続 1 28. 3＊
48. 1
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2 　大和国宇多郡松川薬種商細川治助文書
整番 調番 年　月　日 文　書　名 差　出→宛　名 内　容／備　考（一括関係など） 形状 員数 法量

1 1 - 1 （年未詳） 8月18日 売覚（大黄） 小西久兵衛（印）→
細川治助様

「福印大黄 弐櫃」代銀・口銭の 8月限差引仕切書。 1 - 1 ～61紙縒綴一括。 切紙 1 15. 7＊
25. 8

2 1 - 2 （安政 5）午 5月17日 うり覚（茘枝積） 近江屋彦兵衛（印）→
細川治助様

「茘枝積 壱瓶」代銀・口銭の 6月切仕切書。印文「道修町近江屋」。 1 - 1 ～
61紙縒綴一括。

切紙 1 15. 9＊
13. 1

3 1 - 3 （安政 5）午 7月24日 覚（代銀受領書） 近江屋彦兵衛（印）→
細川治助様

さ様より・小重郎様より・奈良喜様よりの代銀 3口の受領書。印文「道修
町近江屋」 1 - 1 ～61紙縒綴一括。

切紙 1 15. 8＊
15. 4

4 1 - 4 （安政 5）午 7月25日 覚（売〆高・買もの
銀積り・かけ銀等三
軒受取分引合書）

近彦兵衛→ 様 「売〆高」「買もの銀積り」「かけ銀」「三軒より受取分」差引の引合書。
1 - 1 ～61紙縒綴一括。

切紙 1 15. 8＊
24. 0

5 1 - 5 （安政 5）午 5月17日 うり覚（益知・麻
黄）

近江や彦兵衛（印）→
細川治助様

「◎陽気印益知 五櫃」「朝鮮武徳印麻黄 拾櫃」の 6月切代銀仕切書。印文
「道修町近江屋」。天割印 2ヶ所、裏継印 1ヶ所有。 1 - 1 ～61紙縒綴一括。

切続 1 15. 7＊
28. 3

6 1 - 6 （安政 5）午11月 9 日 うり覚（某品） 近江屋彦兵衛（印）→
細川治助様

「表三人セメンシーナ五箱」10月切代銀仕切書。印文「道修町近江屋」。天割
印有。 1 - 1 ～61紙縒綴一括。

切継 1 15. 6＊
15. 1

7 1 - 7 （安政 5）午12月朔日 覚（十月切売切代銀
受取）

近江屋彦兵衛（印）→
細川次助様

「小平三様より」「奈良喜様より」の二口銀を10月切売切代の内へ受け取る。
1 - 1 ～61紙縒綴一括。

切継 1 15. 8＊
17. 4

8 1 - 8 （慶応 4）辰 8月 4日 覚（畳表代銀受取
書）

ミワ壱才（印）→大和
屋治助様

畳表代銀受取書。印文「参輪□五郎」。 1 - 1 ～61紙縒綴一括。 切紙 1 15.8＊
16. 5

9 1 - 9 （年未詳）11月12日 売附覚（小八小豆） 河中清八→大和屋治助
様

10月11日に「 小八小豆 弐表」を98匁で売付けたので承引されたい。 1 - 1
～61紙縒綴一括。薄茶色染紙。

切紙 1 16. 1＊
20. 3

10 1 -10 （年未詳）10月12日 売附覚（秋小豆） 河中清八（印）→大和
屋治助様

「 秋小豆 弐表」を109匁で売付けたので承知されたい。印文「河清」。
1 - 1 ～61紙縒綴一括。薄茶色染紙。

切紙 1 15. 5＊
20. 4

11 1 -11 （年未詳）10月17日 売附覚（秋小豆） 河中清八→大和屋次助
様

10月17日に「 秋小豆 弐表」を109匁で売付けたので承引されたい。 1 - 1
～61紙縒綴一括。薄茶色染紙。

切紙 1 15. 6＊
21. 6

12 1 -12 （年未詳）亥 9月22日 うり付覚（真木香・
木香）

小西原三郎（印）→
中尾庄治郞様

二百七十六「 真木香・ 木香」極月限で 1匁 7分の代とする。印文図⑲。
割印有。 1 - 1 ～61紙縒綴一括。調番 1 -13を接続。

切紙 1 16. 0＊
33. 7

欠番 1 -13 調番 1 -12に接続。

13 1 -14 （年未詳）亥 9月20日 うり付覚（真木香） 小西原三郎（印）→
中尾庄治郞様

二百七十五「 真木香」極月限で 1匁 7分の代とする。印文図⑲。割印有。
前欠。 1 - 1 ～61紙縒綴一括。

切紙 1 16. 0＊
27. 6

14 1 -15 （年未詳）酉12月 9 日 うり付覚（玉川芎） 小西彦七（印）→大和
屋治助様

弐百弐三「玉川芎」戌正月限で 2匁 5分の代とする。印文「 小彦」。割印
有。 1 - 1 ～61紙縒綴一括。

切紙 1 15.7＊
23. 5

15 1 -16 （年未詳）戌 6月23日 此方へ買覚（大銘阿
仙薬・壱万身五千斤
物蒼朮）

小西秀次（印）→大和
屋次助様

「大銘阿仙薬 廿櫃」 6 月切 6匁替、「壱万五千斤物蒼朮 廿櫃」 6 月切 4匁替
の代とする。割印 2ヶ所有。 1 - 1 ～61紙縒綴一括。

切紙 1 16. 4＊
23. 8
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窓 16 1 -17 （年未詳）戌10月 4 日 覚（三品） 小堀や源助（印）→

大和屋治助様
の 3品につき売付けたので御引合せ願う。印文「大坂長堀中橋小源」。
1 - 1 ～61紙縒綴一括。

切紙 1 16. 0＊
24. 4

17 1 -18 （年未詳）12月 2 日 売付覚（角川芎） 奈良屋喜兵衛（印）→
大和屋治助様

「 エリ角川芎」を正月切に 4匁 5分の代とする。印文「 大坂奈良喜」。
1 - 1 ～61紙縒綴一括。

切紙 1 16. 0＊
24. 0

18 1 -19 （年未詳）酉11月20日 うり付覚（和白芷・
角川芎・真木瓜）

小西彦七（印）→大和
屋治介様

「和百（白）芷」「角川芎」「真木瓜」戌正月限りに代銀を定める。印文「大
坂 小彦」。割印 3ヶ所有。 1 - 1 ～61紙縒綴一括。

切紙 1 16. 5＊
44. 6

19 1 -20 （年未詳）酉11月15日 うり付覚（当帰） 小にし彦七（印）→
大和屋治介様

「 天上印当帰」戌正月切に代 1匁 9分とする。印文図⑨。割印有。 1 - 1 ～
61紙縒綴一括。

切紙 1 16. 3＊
23. 6

20 1 -21 （年未詳） 9月16日 算用書（九車拾髪代
金）

小西久兵衛（印）→
細川治輔様

「九車拾髪」の代金等の勘定書。 1 - 1 ～61紙縒綴一括。 切紙 1 15. 8＊
23. 1

21 1 -22 （年未詳）辰 8月17日 覚（某代銀等算用） 小山甚六（印）→細川
治助様

某代銀等の算用書。 1 - 1 ～61紙縒綴一括。 切継 1 15. 9＊
29. 0

22 1 -23 （年未詳）正月19日 うり付覚（袖ありこ
しゆ他）

→ 様 「袖ありこしゆ」他、正月限の算用書。 1 - 1 ～61紙縒綴一括。 切紙 1 15. 5＊
24. 1

23 1 -24 （年未詳）子11月20日 うり附覚（真呉朱
萸）

奈良屋喜兵衛（印）→
細川治助様

「真呉朱萸 四俵」の代銀仕切書。印文「 大坂奈良喜」。 1 - 1 ～61紙縒綴一
括。

切紙 1 16. 3＊
16. 0

24 1 -25 （慶応 3）寅12月21日 売附覚（当皈） 奈良や喜兵衛（印）→
細川治助様

「 天上当皈 三丸」の代銀仕切書。印文図⑪。印文 1 - 1 ～61紙縒綴一括。 切紙 1 16. 1＊
18. 8

25 1 -26 （慶応 3）寅12月 3 日 売附覚（磨川芎） 奈良や彦兵衛（印）→
細川治助様

「 磨川芎  三丸」の来正月切、代銀仕切書。印文図⑭。 1 - 1 ～61紙縒綴一
括。

切紙 1 16. 0＊
20. 1

26 1 -27 （年未詳）丑 9月20日 御売付覚（某品） 小にし彦兵へ（印）→
細川治助様

「  弐本」の10月限の代銀仕切書。印文図⑨。 1 - 1 ～61紙縒綴一
括。

切継 1 15. 9＊
15. 1

27 1 -28 （年未詳）子 7月20日 覚（紺服・緋紋ふく
代銀勘定）

大黒屋八次郎（印）→
細川次助様

「紺服□ 壱反」「緋紋ふく 弐反」の代銀と入銀の差引勘定書。印文「大坂舟
場備後町五丁目大黒屋八次郎」図⑬。 1 - 1 ～61紙縒綴一括。

切紙 1 16. 0＊
36. 8

28 1 -29 （年未詳）戌11月29日 此方へ買覚（和白芷
他）

近江屋安五郎→大和屋
治助様

「 和白芷　二丸」等を、亥正月切で此方へ買い受けた。割印「薬種大坂道
修町近江屋安五郎」有。 1 - 1 ～61紙縒綴一括。

切紙 1 16. 0＊
32. 4

29 1 -30 （慶応元）正月13日 覚（福さ□・貫條万
等代金書上）

小西屋利兵衛→ 様 「福さ□」「貫條万」等の代金書上。 1 - 1 ～61紙縒綴一括。 切継 1 15.3＊
33. 0

30 1 -31 （年未詳）戌 7月25日 うり附覚（尾大黄） 小西彦七（印）→大和
屋治助様

「尾大黄　弐円」を入手したので御承知されたい。印文図⑬。 1 - 1 ～61紙縒
綴一括。

切紙 1

31 1 -32 （年未詳）寅11月20日 売附覚（和白芷・当
皈）

奈良や彦兵衛（印）→
細川治助様

「 和白芷　三丸」「 天上当皈｝等、来る亥正月切の代銀書上。印文「奈良
彦」図⑭。割印有。 1 - 1 ～61紙縒綴一括。

切紙 1

32 1 -33 （年未詳）11月27日 売附覚（磨川芎） 奈良屋彦兵衛（印）→
細川治助様

「 磨川芎  壱箇」、正月切の代銀書上。印文「奈良彦」。 1 - 1 ～61紙縒綴一
括。

切紙 1

33 1 -34 （年月日未詳） 売附（山剥黄 ） 奈良屋彦兵衛（印）→
細川治助様

「山剥黄  弐箇」、極月切の代銀書上。印文「奈良彦」。 1 - 1 ～61紙縒綴一
括。

切紙 1
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34 1 -35 （年未詳）卯 5月19日 此方へかゐ覚（広東
人参）

小西又七→細川治助様 「三 広東人参」、 6月切、158匁と記す。 1～61紙縒綴一括。 切紙 1

35 1 -36 （元治元）子10月15日 覚（銀高書上） 小西利兵衛（印）→
細川治助様

「一銀八百四拾目也、右之通御座候、以上」とあり。印文「大坂 □□」図
⑮。 1～61紙縒綴一括。

切紙 1 16. 3＊
18. 9

36 1 -37 （元治元）子10月16日 うり覚（呂眼石） 小西喜助→細川治助様 「逸零印呂眼石 弐拾櫃」、10月切の代銀書上。 1～61紙縒綴一括。 切継 1 16. 4＊
12. 7

37 1 -38 （慶応元）子11月晦日 御うり附覚（磨川
芎）

小西彦七（印）→細川
治助様

「青玉磨川芎　弐箇」、来正月切の代銀書上。印文「小彦」図⑨。 1～61紙縒
綴一括。

切継 1 17. 0＊
20. 0

38 1 -39 （年未詳）卯12月 6 日 卯十月限仕切覚（山
剥・白芷）

小西彦七→細川様 「山剥　六丸」「白し　三丸」の10月切の代銀仕切書。 1～61紙縒綴一括。 切紙 1 16. 5＊
35. 2

39 1 -40 （万延元）10月22日 改十月限仕切覚（呂
眼石・阿仙薬）

小にし喜輔衛（印）→
細川治輔様

「逸零印 呂眼石 廿櫃」「宝舜 阿仙薬 丗櫃」の10月切代銀仕切書。印文図⑯。
1～61紙縒綴一括。

切継 1 17. 0＊
34. 4

40 1 -41 （元治元）子 9月11日 覚（大黄・広東・烏
薬・酸棗仁等代銀ニ
付）

小西喜輔→細川治輔様 大黄・広東・烏薬・酸棗仁・甘草など 9品の薬種代銀勘定書。 1～61紙縒綴
一括。

切継 1 15. 2＊
52. 9

41 1 -42 （天保11）子10月24日 此方えかゐ覚（甘
草）

小西喜助（印）→大和
屋次助様

「三万五百 甘艸 拾櫃」、 8月限の代銀仕切書。印文図⑯。 1～61紙縒綴一括。 切紙 1 15. 8＊
21. 3

42 1 -43 （年未詳）午 8月 8日 仕切書之事 明石屋喜兵衛（印）→
和州宇田細川治助殿

「飛切　四拾八丸」の代金等差引勘定、出入りなく済んだ旨記す。印文「
勢州津築地町明石屋」図⑰。 1～61紙縒綴一括。

切継 1 24. 9＊
43. 3

43 1 -44 （慶応 3）12月 2 日 御うり附覚（和白
芷・天上当帰・磨川
芎）

小西彦七（印）→細川
治助様

「和白芷　弐箇」「天上当帰 弐箇」「青玉磨川芎　弐箇」、来正月限の代銀仕
切書。印文「 小彦」図⑫。 1～61紙縒綴一括。

切紙 1 16. 9＊
37. 1

44 1 -45 （年未詳） 2月 7日 売附覚（磨川芎） 奈良屋彦兵衛（印）→
細川治助様

「磨川芎  弐丸」「磨川芎  四丸」、 3月切の代銀書上。印文「 大坂奈良屋」
図⑭。 1 - 1 ～61紙縒綴一括。

切継 1 15. 9＊
31. 9

45 1 -46 （年未詳）寅11月19日 御売附覚（磨川芎・
正天武・和白芷）

小にし彦七（印）→
細川治助様

「磨川芎　弐介」「生天武 弐箇」「三和和白芷　弐箇」、来正月限の代銀仕切
書。印文「 小彦」図⑫。 1～61紙縒綴一括。

切紙 1 16. 6＊
37. 8

46 1 -47 （慶応 3） 6月11日 算用書（極上当帰） 小西久兵衛→細川治助
様

　 切紙 1 16. 2＊
45. 4

47 1 -48 （慶応元）丑正月17日 子十月限・極月限仕
切覚（磨川芎他）

なら屋喜兵衛（印）→
細川治助様

「 山茱萸込」「 磨川芎　弐丸」等の代銀済し書。印文「大坂奈良喜」図⑱。
1 - 1 ～ 1 -61一綴。

折紙 1 30. 8＊
44. 7

48 1 -49 （慶応 4）辰 6月12日 辰三月限御仕切覚
（磨川芎）

小西彦七（印）→細川
治助様

「磨川芎　弐介」の代銀・口銭・蔵敷などの差引残金を記す。印文「 小彦」
図⑫。 1 - 1 ～ 1 -61一綴。

折紙 1 31. 0＊
44. 8

49 1 -50 （年未詳）戌11月 5 日 うり付覚（当帰） 小にし彦七（印）→
大和屋治助様

「天上当帰　弐丸」極月切の代銀にて御入手を頼む。印文「 小彦」図⑫。
1 - 1 ～ 1 -61一綴。

切継 1 15. 0＊
29. 4

50 1 -51 （年未詳）12月12日 うり附覚（磨川芎） 小西にし七（印）→
大和屋治助様

「磨川芎　壱円」他、正月切代銀で御入手御承知されたい。印文「 小彦」
図⑫。 1 - 1 ～ 1 -61一綴。

切継 1 15. 2＊
34. 0
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窓 51 1 -52 （年未詳） 9月 覚（尾大黄他代銀） → 様 「尾大黄」など 2品の代銀言上。 1 - 1 ～ 1 -61一綴。図㉓参照。 切紙 1 14. 7＊

22. 8

52 1 -53 （年未詳）戌 9月28日 八月限仕切覚（厚
朴・尾大黄・前胡・
中切大黄他）

小西彦七（印）→大和
や治助様

「厚朴 三」「尾大黄 二」「前胡 二」「中切大黄 一」の代銀・口銭・蔵敷の差
引残金勘定し、銀子出入りなく相済む。印文図⑫。 1 - 1 ～ 1 -61一綴。

切継 1 14. 6＊
45. 0

53 1 -54 （年未詳）戌 3月20日 仕切覚（朱臾・和白
芷・当帰代銀等）

八荷屋弥介（印）→
大和屋治介様

「 山朱臾　壱丸」「同和白芷　三丸」「天上当帰　三丸」他の代銀・口せ
ん・蔵敷の差引残銀を渡し出入なく相済む。印文「□路町壱丁目」図⑳。
1 - 1 ～ 1 -61一綴。

折紙 1 27. 7＊
40. 1

54 1 -55 （年未詳）戌 6月20日 うり付覚（厚朴・前
胡）

小西彦七（印）→大和
や治助様

「厚朴 三丸」「前胡 弐丸」 9 月 8 日限で御入手御頼置く。印文「 小彦」図
⑫。 1 - 1 ～ 1 -61一綴。

切紙 1 16. 5＊
32. 7

55 1 -56 （年未詳） 6月 2日 うり付覚 小西彦七（印）→大和
屋治助様

「切□（厚ヵ）朴　三円」薬種売付代銀につき 5月 4日限で御入手の引合を
願う。印文「 小彦」図⑫。 1 - 1 ～ 1 -61一綴。

切紙 1 16. 2＊
29. 0

56 1 -57 （年未詳）亥ノ 9月15日 仕切覚（小八木豆代
銀等）

河中清八（印）→大和
屋治助様

「 印　小八小豆　弐俵」の代銀・舟賃引・口せん等の差引勘定書。印文
「河清」図㉑。割印・引合印有。 1 - 1 ～ 1 -61一綴。

切継 1 16. 2＊
37. 7

57 1 -58 （年未詳）亥ノ11月30日 仕切覚（秋小豆・小
八小豆代銀等）

河中や清八（印）→
大和屋治助様

「 秋小豆　弐俵」「 小八小豆　弐俵」等の代銀・国分舟ちん・口せんの差
引勘定書。印文「河清」図㉑。割印・引合印有。 1 - 1 ～ 1 -61一綴。

切継 1 16. 1＊
59. 6

58 1 -59 （年未詳）亥11月晦日 極月切仕切覚（真木
こ）

小西原三郎（印）→
和州柳村中埜庄次郎様

「真木こ　弐俵」「右同　壱俵」の代銀・口せん等の差引勘定書。印文図⑲。
割印有。 1 - 1 ～ 1 -61一綴。

切継 1 16. 2＊
44. 2

59 1 -60 （年未詳）亥 8月25日 六月限仕限覚（山剥
黄 ）

小にし彦七（印）→
大和屋治祐様

「山剥黄 　三円」の代銀・口銭等の差引残銀勘定の上御引合を依頼。印文
「 小彦」図⑫。割印有。 1 - 1 ～ 1 -61一綴。

折紙 1 30. 8＊
46. 4

60 1 -61 （慶応 4）辰 2月19日 覚・売覚（三八広東
等）

小西又七（印）→細川
治助様

「三八廣東　百」「右同　千本荷弐」等の代銭、 5月19日「金三十両相渡」等
三口合計の差引残銀の「かり」、および「初霰印　五」「大豊印　五」等の
「売覚」を記す。印文図㉒。 1 - 1 ～ 1 -61一綴。

切継 1 18. 5＊
98. 2

61 2 - 1 （年未詳）卯 9月23日 うり付覚（和白芷） 小西彦七（印）→大和
や治助様

「和白芷」の極月切の薬種売付代銀につき勘定書。印文「 小彦」図⑫。天
割印 1ヶ所。 2 - 1 ～ 2 -78一綴。

切継 1 16. 5＊
31. 0

62 2 - 2 （年未詳）卯 9月 4日 うり付覚（山剥黄
・和白芷）

小にし彦七（印）→
大和屋次助様

「山剥黄 」「和白芷」の10月切の薬種売付代銀につき勘定書。印文「 小
彦」図⑫。天割印 1ヶ所。 2 - 1 ～ 2 -78一綴。

切紙 1 16. 4＊
32. 6

63 2 - 3 （年未詳）卯 8月30日 うり付覚（山剥黄
）

小西彦七（印）→大和
や治介様・御店中様

「山剥黄 」の10月切の薬種売付代銀につき勘定書。印文図⑫。天割印 1ヶ
所。 2 - 1 ～ 2 -78一綴。

切紙 1 16. 1＊
32. 5

64 2 - 4 （年未詳）卯 うり付覚（和白芷） 小西彦七（印）→大和
や治介様

「和白芷」の10月切の薬種売付代銀につき勘定書。印文「 小彦」図⑫。天
割印 1ヶ所。 2 - 1 ～ 2 -78一綴。

切継 1 16. 3＊
31. 3

65 2 - 5 - 1 （年未詳） 2月20日 ［書物着類金子入届
け先等書付］

「大坂大川通り・備後尾ノ道一六舩入ル」、「芸州甲山正満寺殿入ル」の 2件
の届け先、大坂まで賃済。 2 - 1 ～ 2 -78一綴。

切紙 1 15. 6＊
19. 4

66 2 - 5 - 2 （年未詳）卯 3月 3日 うり付覚（和白芷） 小西彦七（印）→大和
や治介様

「 印和白芷」の極月切代銀につき勘定書。印文「 小彦」図⑫。天割印
1ヶ所。 2 - 1 ～ 2 -78一綴。

切紙 1 15. 5＊
19. 1

67 2 - 6 （年未詳）寅12月晦日 寅極月限廻物仕切覚
（真呉朱臾）

小西彦七（印）→大和
屋治介様

「真呉朱臾」などの薬種売付代銀につき口銭など勘定書。印文「 小彦」図
⑫。天割印 1ヶ所。 2 - 1 ～ 2 -78一綴。

切継 1 16. 3＊
37. 1
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68 2 - 7 （年未詳） 7月14日 卯六月切仕切覚（百
部根・山剥黄 ）

小西彦七（印）→大和
や治介様

「百部根」「山剥黄 」など 3月切代銀および口銭など勘定書。印文「 小
彦」図⑫。天割印 1ヶ所。 2 - 1 ～ 2 -78一綴。

切継 1 15. 7＊
63. 1

69 2 - 8 （年未詳）卯 9月29日 うり付覚（和白芷・
山剥黄 ・瓜呂根）

小西彦七（印）→大和
や治助様

「和白芷」「山剥黄 」「瓜呂根」等の薬種売付代銀につき勘定書。印文「
小彦」図⑫。天割印 4ヶ所。 2 - 1 ～ 2 -78一綴。

切継 1 16. 1＊
62. 1

70 2 - 9 弘化 4年正月 極月仕切仕付覚（和
白芷・山剥黄 他）

小にし彦七（印）→
大和屋治助様

「山剥黄 」「和白芷」等の薬種代銀・口銭・他払いなどにつき勘定書。印文
「 小彦」図⑫。天割印 1ヶ所。 2 - 1 ～ 2 -78一綴。

竪継 1 24. 5＊
60. 2

71 2 -10 （年未詳）卯 2月26日 うり付覚（新和白
芷）

小西彦七（印）→大和
や治介様

「新和白芷」の薬種売付代銀につき 3月切の勘定書。印文図⑫。天割印 1ヶ
所。 2 - 1 ～ 2 -78一綴。

切紙 1 16. 7＊
32. 2

72 2 -11 （年未詳）卯 3月13日 此方へ買覚（五味子
他）

近江屋吉衛門→大和や
治助殿

「五味子」など 5月切の薬種代銀につき勘定書。天割印 1ヶ所。 2 - 1 ～
2 -78一綴。

切継 1 15. 7＊
32. 2

73 2 -12 （年未詳）寅12月晦日 寅極月限仕切覚 小西彦七（印）→大和
屋治助様

「別太芍薬」「押込芍薬」の薬種売付など極月限代銀、口銭・加物など含め勘
定書。印文「 小彦」図⑫。天割印 1ヶ所。 2 - 1 ～ 2 -78一綴。

切紙 1 16. 4＊
46. 2

74 2 -13 （年未詳）卯10月 9 日 うり付覚（瓜呂根・
真呉朱臾）

小西彦七（印）→大和
屋次助様

「瓜呂根」「真呉朱臾」の薬種売付につき極月限分の勘定書。印文「 小彦」
図⑫。天割印 2ヶ所。 2 - 1 ～ 2 -78一綴。

切継 1 16. 1＊
40.3

75 2 -14 （年未詳）卯10月 3 日 御うり付覚（和白
芷・百部根）

小にし彦七（印）→
大和や治助様

「 印和白芷」「百部根」の薬種売付につき極月限代銀の勘定書。印文「 小
彦」図⑫。天割印 2ヶ所。 2 - 1 ～ 2 -78一綴。

切継 1 16. 2＊
39. 0

76 2 -15 （年未詳）卯10月19日 うり付覚（和白芷・
種方風）

小にし彦七（印）→
大和や治助様

「和白芷」「種方風」の代金につき極月切分の計算書。印文「 小彦」図⑫。
天割印 3ヶ所。 2 - 1 ～ 2 -78一綴。

切継 1 15. 9＊
53. 8

77 2 -16 （年未詳）卯 5月 4日 卯三月切仕切覚 小にし彦七（印）→
大和や治助様

「和白芷」「生黄き」値段につき代銀・口銭・蔵置代などを加算した計算書。
印文「 小彦」図⑫。天割印 1ヶ所。 2 - 1 ～ 2 -78一綴。

切継 1 16. 0＊
52. 1

78 2 -17 （年未詳）卯 5月11日 売附覚（百部根・山
剥黄 ）

小西彦七（印）→大和
屋治助様

「百部根 荷箇」「山剥黄  荷箇」の 6月分代銀につき計算書。印文「 小
彦」図⑫。天割印 2ヶ所。 2 - 1 ～ 2 -78一綴。

切継 1 15. 9＊
40. 5

79 2 -18 （年未詳）12月 9 日 うり付覚（真呉朱
臾・通用芍薬・山剥
黄 等）

小にし彦七（印）→
大和や治助様

「真呉朱臾」「通用散」「山剥黄 」等の薬種売付につき来正月限の計算書。
印文「 小彦」図⑫。天割印 5ヶ所。 2 - 1 ～ 2 -78一綴。

切継 1 16.1＊
75. 0

80 2 -19 （年未詳）寅12月 8 日 うり付覚（新山剥黄
）

小西彦七（印）→大和
屋治助様

「新山剥黄 」等の薬種売付につき正月切分の計算書。印文「 小彦」図⑫。
2 - 1 ～ 2 -78一綴。

切紙 1 16. 0＊
25. 6

81 2 -20 （年月日未詳） うり付覚（大黄・山
剥黄 ）

小にし彦七（印）→
大和屋治助様

「大黄」「山剥黄 」などの薬種売付につき正月切分代銀計算書。印文「 小
彦」図⑫。天割印 4ヶ所。 2 - 1 ～ 2 -78一綴。

切継 1 15. 9＊
47. 0

82 2 -21 （年未詳）卯 5月11日 売附覚（鹿茸） 近江屋太右衛門→大和
屋治助様

「鹿茸」の薬種売付につき 6月切の代銀計算書。 2 - 1 ～ 2 -78一綴。 切紙 1 16. 0＊
25. 0

83 2 -22 （年未詳）卯 6月 6日 うり付覚（大黄） 小西彦七（印）→大和
屋治助様

「 尾大黄」の薬種売付につき 6月切分の代銀計算書。印文「 小彦」図⑫。
天割印 1ヶ所。 2 - 1 ～ 2 -78一綴。

切継 1 16. 5＊
26. 1

84 2 -23 （年未詳）卯 3月23日 御うり付覚（和白
芷・椀袋呉朱臾）

小西彦七（印）→大和
や治助様

「和白芷」「椀袋呉朱臾」につき極月切の代銀計算書。印文「 小彦」図⑫。
天割印 2ヶ所。 2 - 1 ～ 2 -78一綴。

切継 1 15. 9＊
41. 3

85 2 -24 天保16年正月 売附書入（袋） 売附覚書などを封入した袋か。 2 - 1 ～ 2 -78一綴。 袋 1 14. 0＊
13. 8
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窓 86 2 -25 （年未詳）とら 5月 9日 うり附覚（白牽子） → 様 「白牽子」の薬種売付代銀・差引額につき 6月限分の計算書。 2 - 1 ～ 2 -78

一綴。図㉔参照。
切継 1 15. 2＊

42. 8

87 2 -26 （年未詳）とら 9月29日 うり付覚（押込真芍
薬）

小西彦七（印）→大和
屋治助様

「押込真芍薬」の薬種売付につき極月限の代銀計算書。印文「 小彦」図⑫。
2 - 1 ～ 2 -78一綴。

折紙 1 15. 2＊
27. 0

88 2 -27 （年未詳） 9月18日 うり付覚（山剥黄
）

小にし彦七（印）→
大和屋治助様

「山剥黄 」の薬種売付につき10月切分の代銀計算書。印文「 小彦」図⑫。
天割印 1ヶ所。 2 - 1 ～ 2 -78一綴。

切紙 1 16. 1＊
26. 0

89 2 -28 （年未詳）正月23日 うり付覚（和白芷・
磨川芎）

小にし彦七（印）→
大和屋治助様

「和白し」「磨川芎」の薬種売付につき正月切の計算書。印文「 小彦」図⑫。
天割印 2ヶ所。 2 - 1 ～ 2 -78一綴。

切紙 1 16. 0＊
35. 1

90 2 -29 （年未詳）巳 4月 3日 此方御かゐ之覚（白
芷）

小西喜助（印）→大和
屋治助様

「六千斤物白芷」買付につき 6月分計算書。印文「 小彦」図⑫。天割印
1ヶ所。 2 - 1 ～ 2 -78一綴。

切紙 1 15. 8＊
15. 4

91 2 -30 （年未詳）巳 4月 4日 うり附覚（磨川芎） 小西彦七（印）→大和
屋次助様

「磨川芎」売付につき 3月切の計算書。印文「 小彦」図⑫。天割印 1ヶ所。
2 - 1 ～ 2 -78一綴。

切紙 1 16. 2＊
25. 6

92 2 -31 （年未詳）辰極月晦日 極月限仕切覚（真大
黄・山剥黄 ・磨川
芎）

小にし彦七（印）→
大和屋治助様

「真大黄・山剥黄 ・磨川芎」売買につき口銭など代金計算書。印文「 小
彦」図⑫。天割印 1ヶ所。 2 - 1 ～ 2 -78一綴。

折紙 1 30. 2＊
41. 0

93 2 -32 （年未詳）正月12日 うり付覚（生黄ギ・
角川芎）

小にし彦七（印）→
治助様

「生黄ギ」「角川芎」などの薬種売付につき正月切代銀計算書。印文「 小
彦」図⑫。天割印 3ヶ所。 2 - 1 ～ 2 -78一綴。

切継 1 16. 0＊
45. 2

94 2 -33 （年未詳）巳 3月 9日 御売附覚（角川芎・
磨川芎・和白芷）

小西茂兵衛（印）→
大和屋治助様

「角川芎」「磨川芎」「和白芷」売付代金につき巳 3月切の計算書。印文「
小西」図㉕。天割印 4ヶ所。 2 - 1 ～ 2 -78一綴。

切継 1 16. 0＊
49. 7

95 2 -34 （年未詳）巳 4月28日 御売附覚（山剥黄
・和白芷）

小西茂兵衛（印）→
大和屋治助様

「山剥黄 」「和白芷」売付代金につき 6月切分の計算書。印文「 小西」図
㉕。天割印 2ヶ所。 2 - 1 ～ 2 -78一綴。

切紙 1 16. 4＊
30. 2

96 2 -35 （年未詳）辰11月20日 御売付書覚（相性黄
・薄枳売）

小西茂兵衛（印）→
大和屋治助様

「相性黄 」「薄枳売」の売付代金につき来正月切分の計算書。印文「 小
西」図㉕。天辺に割印 2ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切紙 1 16. 2＊
29. 2

97 2 -36 （年未詳）辰11月22日 御売付書覚（山剥黄
）

小西茂兵衛（印）→
大和屋治介様

「山剥黄 」の代金につき来正月切分の計算書。印文「 小西」図㉕。天辺
に割印 1ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切継 1 16. 3＊
20. 1

98 2 -37 （年未詳）11月 9 日 うり付覚（山剥黄
）

小にし彦七（印）→
治助様

「山剥黄 」の代金につき来正月切分の計算書。印文「 小彦」図⑫。天辺
に割印 1ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切紙 1 16. 0＊
31. 3

99 2 -38 （年未詳）辰11月17日 御売付書覚（毛黄
・新山剥黄 ）

小西茂兵衛（印）→
大和屋治介様

「毛黄 」「新山剥黄 」の代金につき来正月切分の計算書。印文「 小西」
図㉕。天辺に割印 2ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切紙 1 16. 3＊
30. 1

100 2 -39 （年未詳）辰12月 3 日 御売付書覚（薄枳
売・新和白芷）

小西茂兵衛（印）→
大和屋治介様

「薄枳売」「新和白芷」の売付代金につき正月切分の計算書。印文「 小西」
図㉕。天辺に割印 2ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切紙 1 16. 5＊
27. 2

101 2 -40 （年未詳）12月 2 日 大和屋治助様御かい
分

小にし彦七（印）→
治助様

「和白芷」「山剥黄 」買付代金につき来正月切分の計算書。印文「 小彦」
図⑫。天辺に割印 2ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切紙 1 16. 2＊
33. 7

102 2 -41 （年未詳）辰12月11日 御売付書覚（黒黄
・和白芷）

小西茂兵衛（印）→
大和屋治介様

「黒黄 」「和白芷」の売付代金に付来正月切分の計算書。印文「 小西」図
㉕。天辺に割印 2ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切紙 1 16. 3＊
28. 6

103 2 -42 （年未詳）巳10月 3 日 うり付覚（和白芷） 小にし彦七（印）→
大和屋治助様

「和白芷」の売付代金につき極月切分計算書。印文「 小彦」図⑫。天辺に
割印 1ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切紙 1 16. 2＊
27. 3
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104 2 -43 （年未詳）丑11月29日 売附覚 近江屋太右衛門→大和
や治助様

薬種売付代金につき計算書。 2 - 1 から 2 -78まで一括。 切紙 1 15. 8＊
25. 2

105 2 -44 （年未詳）巳 2月27日 ［青皮売付につき書
状］

小にし彦七（印）→
大和屋治助様

「大古青皮」のうち小山へ送り出しの残り13丸売付につき代金など計算書。
旧冬の持合分損耗について伝達。印文「 小彦」図⑫。天辺に割印 1ヶ所有。
2 - 1 から 2 -78まで一括。

切継 1 15. 9＊
58. 5

106 2 -45 （年未詳）巳 2月 5日 巳正月切仕切覚（毛
黄 ・山剥黄 ・薄
枳売）

小西茂兵衛（印）→
大和屋治助様

「毛黄 」「山剥黄 」「薄枳売」など、11月～12月分 9件の取引の他諸掛り
金など含む計算書。印文「大坂 小西」図㉖。天辺に割印 1ヶ所有。金額部
分 9ヶ所に合印有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

折紙 1 15. 4＊
41. 8

107 2 -46 （年未詳）巳11月 5 日 辰極月切仕切覚（和
白芷・山剥黄 ・磨
川芎）

小西茂兵衛（印）→
大和屋治助様

「和白芷」「山剥黄 」「磨川芎」など 9～10月分 4件の取引金額及び口銭・
諸掛など含む計算書。印文「大坂 小西」図㉖。天辺に割印 1ヶ所有。金額
部分 4ヶ所に合印有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

折紙 1 15. 8＊
41. 9

108 2 -47 （年未詳）丑 5月 仕切（桧市屋送り替
金支払いニ付）

桧皮屋三右衛門（印）
→大和屋治助殿

3月14日の桧市屋からの送り替金渡しに付、支払い証。印文「桧参」図㉗。
天辺に割印 2ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

折紙 1 15. 2＊
45. 0

109 2 -48 （年未詳）巳10月 2 日 うり付覚（和白芷） 小にし彦七（印）→
治助様

「和白芷」代金につき極月切計算書。印文「 小彦」図⑫。天辺に割印 1ヶ
所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切紙 1 16. 2＊
24. 4

110 2 -49 （年未詳）亥極月 追仕切状 大津屋作次郎（印）→
大和屋治助殿

銀子計算及び支払証。印文「 大作」図㉘。天辺に割印 2ヶ所有。
2 - 1 から 2 -78まで一括。

折紙 1 15. 8＊
45. 6

111 2 -50 （年未詳） 5月14日 覚（香木代金渡しニ
付）

守道や弥吉（印）→
大和屋次助様

「かうほく」代金明日支払につき約束書。印文不明図㉙。 2 - 1 から 2 -78ま
で一括。

切紙 1 15. 9＊
24. 8

112 2 -51 （年未詳） 9月26日 うり付覚（芍薬・は
ゐも・真呉朱う）

小西彦七（印）→大和
や次助様

「芍薬」「はゐも」「真呉朱う」など代金につき極月切分計算書。印文「 小
彦」図⑫。天辺に割印 3ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切継 1 16. 5＊
52. 0

113 2 -52 （年未詳）子正月19日 覚（仕切代金支払ニ
付）

大作（大沢屋作次郎
カ）→小西季助殿

仕切代金支払につき覚。 2 - 1 から 2 -78まで一括。 切紙 1 14. 1＊
15. 5

114 2 -53 （年未詳）子正月22日 売附（市売売附代金
勘定書）

桧皮屋三右衛門（印）
→大和屋治助様

8～ 9月の市売売附代金につき計算書。印文「桧参」図㉗。天辺に割印 1ヶ
所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

折紙 1 12. 1＊
31. 0

115 2 -54 （年未詳）子 2月 2日 売附（市売売附代金
勘定書）

桧皮屋三右衛門（印）
→大和屋治助様

8～ 9月の市売売附代金につき計算書。印文「桧参」図㉗。天辺に割印 1ヶ
所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

折紙 1 12. 2＊
31. 7

116 2 -55 （年未詳）子12月15日 うり付覚（百部根・
大黄）

小西彦七（印）→大和
屋治助様

「百部根」「大黄」など薬種代金正月切分につき計算書。印文「 小彦」図⑫。
天辺に割印 2ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切紙 1 15. 4＊
27. 5

117 2 -56 （年未詳）卯11月16日 ［和白芷代金算用覚］ 小西彦七（印）→大和
屋治助様

「和白芷」代金につき来正月切分計算書。前欠カ。印文「 小彦」図⑫。天
辺に割印 2ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切紙 1 16. 5＊
27. 5

118 2 -57 （年未詳）卯11月10日 御売附覚（磨川芎・
山剥黄 ・尾大黄）

小西彦七（印）→大和
屋治助様

「磨川芎」「山剥黄 」「尾大黄」代金に付来正月限分の計算書。印文「 小
彦」図⑫。天辺に割印 3ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切紙 1 15.7＊
46. 3

119 2 -58 （年未詳）辰 4月17日 うり附覚（太々山剥
黄 ）

小にし彦七（印）→
大和屋治助様

「太々山剥黄 」代金につき来 6月切分の計算書。印文「 小彦」図⑫。天
辺に割印 1ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切紙 1 15. 5＊
20. 4

120 2 -59 （年未詳）12月10日 うり付覚（百日根・
真呉朱・中切大黄）

小西彦七（印）→大和
屋治助様

「百日根」「真呉朱」「中切大黄」の代金につき正月切分の計算書。印文「
小彦」図⑫。天辺に割印 3ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切紙 1 16. 2＊
32. 5



94

史
　
　
　
窓 121 2 -60 （年未詳） 4月14日 うり付覚（薄切大

黄）
小にし彦七→大和屋治
助様

「薄切大黄」代金につき 6月切分の計算書。印文「 小彦」図⑫。天辺に割
印 1ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切継 1 15. 8＊
20. 6

122 2 -61 （年未詳） 6月12日 うり付覚（尾大黄・
山剥黄 ）

小にし彦七（印）→
治助様

「尾大黄」「山剥黄 」他代金につき、 6月切分の計算書。印文「 小彦」図
⑫。天辺に割印 3ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切継 1 16. 0＊
36. 2

123 2 -62 （年未詳） 9月14日 此方へ仕切覚（和白
芷）

近江屋安五郎（印）→
大和屋治助様

「 和白芷」代金より運賃・水上・小廻しなど差引勘定書。印文不明図㉛。
天辺に割印 2ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切紙 1 16. 1＊
46. 1

124 2 -63 （年未詳）10月 6 日 うり附覚（真大黄・
山剥黄 ・磨川芎）

小にし彦七（印）→
大和屋治助様

「真大黄」「山剥黄 」「磨川芎」代金につき、10月切分の計算書。印文「
小彦」図⑫。天辺に割印 3ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切継 1 16. 3＊
37. 4

125 2 -64 （年未詳）10月 6 日 うり附覚（真大黄・
山剥黄 ・磨川芎）

小にし彦七（印）→
大和屋治助様

「真大黄」「山剥黄 」「磨川芎」代金につき 1極月切分の計算書。印文「
小彦」図⑫。天辺に割印 3ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切紙 1 16. 2＊
39. 4

126 2 -65 （年未詳） 3月 1日 うり付覚（和白芷） 小にし彦七（印）→
御主人様

「和白し」代金につき 3月切計算書。印文「 小彦」図⑫。天辺に割印 1ヶ
所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切紙 1 15. 4＊
20. 4

127 2 -66 （年未詳）辰10月19日 御売付書覚（磨川
芎・木附子）

小西茂兵衛→大和屋治
介様

「磨川芎」「木附子」代金につき極月切分の計算書。印文「 小西」図㉕。天
辺に割印 2ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切紙 1 16. 3＊
32. 1

128 2 -67 （年未詳）辰 1月28日 うり付覚（真大黄） 小にし彦七（印）→
大和屋治助様

「真大黄」代金につき正月切分の計算書。印文「 小彦」図⑫。天辺に割印
1ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切継 1 15. 3＊
20. 7

129 2 -68 （年未詳）辰 1月 4日 ［薬種取引代銀仕切
覚］

小にし季介→ 様 薬種取引につき諸費用など計算書。数字上に「合」印有。 2 - 1 から 2 -78ま
で一括。

切継 1 16. 0＊
33. 2

130 2 -69 （年未詳） 2月19日 うり付覚（薬種） 小にし彦七（印）→
大和屋治助様

薬種代金につき 3月切分の計算書。印文「 小彦」図⑫。天辺に割印 1ヶ所
有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切継 1 16. 4＊
22. 0

131 2 -70- 1 （年未詳） 2月 8日 うり付覚（中切大
黄・山剥黄 ）

小西彦七（印）→大和
屋治助様

「中切大黄」「山剥黄 」代金につき 3月切分の計算書。印文「 小彦」図⑫。
天辺に割印 2ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切紙 1 15. 3＊
28. 2

132 2 -70- 2 （年未詳） 3月24日 うり附覚（和白芷） 小西彦七（印）→大和
屋治助様

「和白し」代金につき 3月切分の計算書。印文「 小彦」図⑫。天辺に割印
1ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切紙 1 16. 2＊
30. 1

133 2 -71 （年未詳）11月10日 御売付覚（山剥黄
）

小西彦七（印）→大和
屋治助様

「山剥黄 」代金につき正月切計算書。印文「 小彦」図⑫。天辺に割印
1ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切紙 1 15. 4＊
29. 2

134 2 -72 （年未詳）辰 7月 7日 御売付覚（生黄キ・
百部根）

小にし彦七（印）→
御主人様

「生黄キ」「百部根」代金につき 8月切分の計算書。印文「 小彦」図⑫。天
辺に割印 2ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切紙 1 15. 9＊
31. 5

135 2 -73 （年未詳） 8月 4日 うり付覚（和白芷） 小西彦七（印）→大和
屋治助様

「和白し」代金につき 8月切分の計算書。印文「 小彦」図⑫。天辺に割印
1ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切紙 1 16. 2＊
30. 1

136 2 -74 （年未詳） 9月18日 覚（近江屋太衛門へ
代銀支払ニ付）

小にし彦七（印）→
大和屋治助様

小西より近江屋太衛門に銀558匁 4 分 9 厘支払につき、大和屋側でも帳合を
行うよう依頼。印文「 小彦」図⑫。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切紙 1 16. 2＊
17. 2

137 2 -75 （年未詳）辰 9月 貫目附覚（厚朴） 近江屋太衛門（印）→
大和屋治助様

「 調厚朴」での貫目詳細につき改書。印文「道修町近江屋□□」。天辺に割
印 1ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切継 1 16. 2＊
34. 8

138 2 -76 （年未詳） 9月 3日 うり付覚（和白芷） 小にし彦七（印）→
大和屋治助様

「和白し」代金につき10月切分の計算書。印文「 小彦」図⑫。天辺に割印
3ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切紙 1 16. 3＊
36. 7



95薬
種
商
八
幡
屋
北
村
又
三
郎
文
書
　
大
和
国
宇
陀
郡
松
川
薬
種
商
細
川
治
助
文
書
　
伊
勢
地
域
関
係
収
集
文
書

139 2 -77 （年未詳）辰 9月12日 うり付覚（生黄キ・
和白芷）

小にし彦七（印）→
大和屋治助様

「生黄キ」「和白芷」代金につき10月切分の計算書。印文「 小彦」図⑫。天
辺に割印 3ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78まで一括。

切紙 1 16. 2＊
37. 4

140 2 -78 （年未詳）辰 9月 8日 八月切仕切覚（生黄
キ・百部根・和白
芷）

小西彦七（印）→大和
屋治助様

「生黄キ」「百部根」「和百し」代金につき諸費用など差引計算のうち、支払
先問い合わせ。印文「 小彦」図⑫。文中に割印 1ヶ所有。 2 - 1 から 2 -78
まで一括。

切継 1 16. 0＊
46. 0

141 3 （年未詳）辰正月 〔薬種代銀書付〕 小にし季介→ 12月 4 日付の「大和屋次助渡」分の辰正月切「大黄」代銀書付。前欠か？ 切紙 1 16. 0＊
10. 3

142 4 （年未詳）正月 5日 うり付覚（百部根・
磨川芎）

小西彦七（印）→大和
屋治助様

「百部根 壱円」「上々磨川芎 弐□」の正月切代銀書上。印文「 小彦」図⑫。
割印有。

切継 1 15. 6＊
32. 1

143 5 （年未詳）卯10月14日 うり付覚（和大黄） 小西彦七（印）→大和
屋治助様

「中切和大黄 壱箇」「尾大黄 弐箇」の極月限の代銀で御入手願う。印文「
小彦」図⑫。割印有。

切継 1 16. 1＊
41. 4

144 6 （年未詳）辰正月 〔厚朴・きじつ（枳
実）・白芷等薬種代
銀勘定書〕

小西季介→大和屋次輔
様

大和次助渡の十月廿六日・十一月朔日付の「得正印厚朴 壱」「千八きじつ 
十櫃」「六千白芷 五櫃」など三口代銀、「五六御渡」の差引勘定書付。引合
朱印有。

切紙 1 16. 2＊
25. 9

145 7 （慶応 3年）寅 9月 3日 寅八月限仕切覚（川
芎）

小西彦七（印）→細川
次助様

「檻取川芎」の代銀・口銭・蔵敷の差引残銀の引合を願う。印文「 小彦」
図⑫。天辺に 1、文中に 1割印有。

折紙 1 31. 4＊
44. 8
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Ⅰ　紀州藩田丸領四疋田村三谷家

整番 調番 年　月　日 文　書　名 差出→宛所 内容／備考 形状 員数 法量

1 1 明和 7年正月 覚（調達金下渡ニ付） 大御金蔵（印）→神領宇治益
谷吉之丞かたへ

去秋仰せ出された調達金、金1061両・銀11匁 4 分 7 厘を、「本行之通」御蔵
に預かって置いたが、御沙汰に任せ下げ渡す。天に割印有。

切紙 1 14. 1＊
21. 0

2 8 - 1 明和 7年寅正月 覚（調達金下げ渡しニ
付）

大御金蔵（印）→田丸領四疋
田村三谷吉左衛門殿

去秋に調達した金142両 2 分・銀12匁 3 分を、御蔵が保管している。藩から
の指示で下げ渡す。包紙上書「調達御指入御預書三枚」（ 8 - 1 ～ 8 - 3 ）。

切紙 1 14. 1＊
20. 9

3 8 - 2 明和 7年寅正月 覚（調達金下げ渡しニ
付）

大御金蔵（印）→田丸領四疋
田村三谷吉左衛門殿

去秋調達した金106両 3 分・銀 4匁 6分 3厘を、御蔵が保管している。藩か
らの指示で下げ渡す。

切紙 1 13. 9＊
20. 9

4 8 - 3 明和 7年寅正月 覚（調達金下げ渡しニ
付）

大御金蔵（印）→田丸領四疋
田村三谷吉左衛門殿

去秋調達した金300両を、御蔵が保管している。藩の指示で下げ渡す。 切紙 1 14. 0＊
21. 3

5 35 明和 7年寅正月 覚〔御蔵預り調達金下
渡ニ付〕

大御金蔵（印）→神領山田蔵
田左膳殿・蔵田中書殿

金754両と銀11匁 6 分 4 厘は去秋に調達筋から仰せ出された品である。差引
をした上で御蔵に置いていたが、今回御沙汰があったのでこれを下げ渡す。

切紙 1 14. 2＊
21. 1

6 18 天保 9年10月 借用一札之事 神坂村金剛座寺良信・同頭百
姓受人長兵衛・同善吉、他6
名→三谷橘左衛門様

金剛座寺修復のため金12両、銀札 5匁 2厘を借りる。 竪紙 1 27. 9＊
39. 8

7 2 慶応 3年 7月 覚（預かり金請取ニ
付）

三谷悦之助（印）→佐藤貞次
郎様御内、星野佐兵衛殿・山
田八十八殿

金 5両、中村大蔵へ年々御渡しの去寅年分として預かった。追って請取書さ
し上げる。天割印有。

切紙 1 14. 7＊
17. 2

8 37 慶應 3年卯 7月 覚（銀札方御役所渡し
金請取ニ付）

三谷悦之助（印）→佐藤貞次
郎様御内星野昨兵衛殿・山田
八十八殿

金13両を銀札方御役所へ毎年渡しており、去年の分を預かっている。追って、
請取書をさしあげる。天に割印 1ヶ所有り。

切紙 1 14. 7＊
18. 1

9 28 午 3 月晦日 覚　吟味物三ヶ年限り 山城屋久右衛門（印）［松坂
山城屋東町］→三谷悦之助様

早序に、金札284両 3 歩と 1匁 6分 4厘入壱封、書状添、和歌山村上与兵衛
様御屋敷の中谷形右衛門様・上野林左衛門様・桑原源右衛門宛のもの、封印
のまま、請け取り、相違なく届ける。 1部木版刷りの専用紙を用いる。天部
に割印有り。

切紙 1 24. 2＊
11. 0

10 32 酉ノ11月 2 日 覚（金子借用二付） 竹上小三郎（印）→三谷弥七
郎殿

金10両を竹上小三郎が三谷弥七郎から借用した事は確かである。金10両、実
正のところに印有り。

切紙 1 16. 3＊
23. 0

11 34 6 月10日 〔田丸領地士三谷悦之
助之助解任ニ付達書〕

差出不明→田丸支配四疋田村
地士三谷悦之助

三谷悦之助は松坂民政局少史生試補を務めたがその必要は無くなった。 切紙 1 16. 7＊
43. 5

12 30 10月 3 日 覚（講金受取ニ付） 正木（吉か）構（ママ）世話
人［正吉講勘定元］→三谷様

正木講（印文では「正吉講」）24会月の講金10両、12匁 8 分を受け取った。 切紙 1 17. 5＊
15. 5

Ⅱ　紀州藩松阪領

整番 調番 年　月　日 文　書　名　 差出→宛所 内容／備考 形状 員数 法量

13 10 文化11年戌11月 往来一札之事 紀州御領松坂養泉寺（印）→
諸国御関所御役人衆中

勢州松坂領岡本村太兵衛の父道寿の宗旨身元をした保証した往来手形。天に
割印 1箇所あり。

竪紙 1 28. 0＊
39. 2
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Ⅲ　桑名藩士金子権太左衛門

整番 調番 年　月　日 文　書　名　 差出→宛所 内容／備考 形状 員数 法量

14 31 天保 8丁酉年正
月14日

［御使番拝命指紙］ 三輪権右衛門・吉村又右衛
門・奥平八郎左衛門→金子権
太殿

天保 8酉年 1月14日に金子権太が、御座間において直々に御使番を命ぜられ
た際の指紙。明日 6ッ半時に麻上下で登城する様に命じられた。端裏有「天
保八丁酉年正月十五日於御座間御直ニ御使番被仰付候節御呼出奉書」

竪紙 1 16. 0＊
45. 1

15 7 （嘉永 7年）正
月14日

［御用指紙］ 大関五兵衛・服部半蔵・松平
対馬→金子権太左衛門殿

御用があるので、明日六ツ半時に麻上下を着て、登城されたし。（端裏書）
「嘉永七甲寅年正月十四日三十石御加増被下置候節　御呼出奉書」

切継 1 16. 2＊
56. 4

Ⅳ　某藩人事

整番 調番 年　月　日 文　書　名　 差出→宛所 内容／備考 形状 員数 法量
16 3 年月日未詳 ［上野寅三知行ニ付窺

書］
差出・宛名欠 「170石の上野寅三」についての窺書書付。 切紙 1 15. 3＊

5. 7
17 29 年月日未詳 ［家中徒士人事ニ付窺

書］
差出・宛名欠 ①稲垣尽三郎に三人扶持の金 3両を給金として下し、御歩士勤を仰せ付ける。

②高橋常治に対し、下勘定役を仰せ付けるとする人事窺書。「念可相勤候」
の前が前欠か

切紙 1 16. 6＊
23. 4

18 33 年月日未詳 ［蜂屋元東処分ニ付窺
書］

差出・宛名欠 蜂屋元東の心得良くなく、扶持方取上蟄居を命じられ、養方第元雄へ 7人扶
持遣席定番並を命じるにあたり、養子操之助の処遇、及び元東の処分後の処
遇を窺う。

切紙 1 15. 8＊
44. 2

19 36 年月日未詳 窺書〔常番組頭役任免
ニ付〕

差出・宛名欠 常番組頭を任されていた増田弥三左衛門が老衰し、役を勤める事が難しいと
の内願があった。そこでその役を免じて新しく木村弥左衛門にその役を命じ
るべきか、人事案の窺書。

切紙 1 15. 8＊
27. 8

Ⅴ　津藩他町人

整番 調番 年　月　日 文　書　名　 差出→宛所 内容／備考 形状 員数 法量

20 4 （嘉永 6年） 6
月11日

［万之丞書状］ 同万之丞→呈上　御父上様　 当月 3日浦賀沖唐船四艘来航騒ぎにより、武具相場・米玄米格別高直のこと、
新店藤吉、今 3日夜出奔につき新七に新店を出させること、「きく堂薬」 1
貫文分買調え、差上げること、回向院開帳は唐人騒により参詣人少なく穏や
かとのことを、返事旁申し上げる。

切継 1 16. 3＊
170. 6

21 38 6 月16日 書状〔大重箱拝受ニ
付〕

差出不明→（塩崎） 大重箱を授り、27人で夜食にした。職人町の病人、完は難儀、一曲は断り遣
わしたが、女子にはよみも数えたく 4月過ぎになる。おゑい様へも度々帰る
よう申したが無理に止めたこと、字恕様へ御断申上下さい。

切継 1 16. 0＊
111. 2

22 6 卯月 2日 ［千秋書状］ 千秋→良助様御中 過日参殿、馳走を謝す。東京より丸薬屋参り出来分だけ20貫斗り四日市へ送
る覚悟。貴家も出精頼む。大坂一条、加印断ること、御尤、差当たり銘々加
印の積り。近々山井・桜井の内、上坂の手筈。東京一条も御出勤の上談じた
く、一両日御入来を侍居る。

切継 1 14. 9＊
85. 4
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窓 Ⅵ　一志郡伊倉津村

整番 調番 年　月　日 文　書　名　 差出→宛所 内　容／備考 形状 員数 法量

23 9 明和 7年寅 7月 元金返　五年限ニ売渡
申地方之事

伊倉津村売主傳十郎（印）・
同村年寄嘉内（印）・同庄屋
善八（印）→伊倉津村小兵衛
殿　金主　雲井勘三郎殿

字日満の下畑 9畝11歩、当寅から 5年限で代金 7両で売り渡す。持高分の年
貢米上納されたい。年季過ぎ元金返済の上は、地方戻すべし。先年、小兵衛
方からの半分割地であった事などが帖付分に記述あり。分家の節、半分吉之
丞持となるとの懸紙・割印有り。欠紙はりつけ 1枚・上部割印 1箇所　裏面
に「三百七十七通之内（印）」

竪紙 1 26. 5＊
36. 2

24 16 天明 5已年 3月 売渡申屋鋪之事 伊倉津村売主久兵衛（印）・
同村請人久四郎（印）→伊倉
津村嘉平治殿（印）

伊倉津の屋敷 1畝 1歩石高 1斗 2升 4合分を代金 4両 1分で売り渡す。以来、
年貢諸役を地下平免につとめること、伊倉津村年寄五左衛門、長浜年寄伊倉
津村吉左衛門の奥印有り。天に割印有り。端裏に「屋敷譲証文　久兵衛」と
ある。

竪紙 1 27. 9＊
38. 7

25 17 安政 5年午12月 譲り渡し添証文之事 当村譲主忠左衛門（印）・同
村請人弥平次（印）→喜蔵殿

伊倉津村新田上田15歩、分米 7升 5合の土地先年より忠左衛門方へ譲り請け、
10年限りの契約であったが今回相談して喜蔵殿へ譲り渡すことになった。

竪紙 1 27. 3＊
36. 7

26 22 安政 5年12月 元金返売渡田地之事 伊 倉 津 村 売 主 忠 左 衛 門
（印）・同村五人組弥平次
（印）・同村年寄小右衛門
（印）・同村庄屋見習佐十郎
（印）・同村庄屋覚蔵（印）・
同嘉左衛門（印）→同村喜蔵
殿

伊倉新田の上田15歩を代金10両 3 分にて、当午年暮より来辰年迄10ヶ年間、
元金返しで売り渡す。年季が明ければ幾年過ぎでも元金返しで田地御戻しの
こと。包紙上書「元金返売渡田地証文壱通　伊倉津村忠左衛門より同村喜蔵
殿江」

竪紙 1 28. 0＊
40. 3

27 21 安政 6年 借用申金子之事 権右衛門（印）・覚兵衛
（印）・清兵衛（印）・嘉左衛
門（印）・小右衛門（印）→
伊倉津村　喜蔵殿

伊倉津村の権右衛門らが金 5両を借用する。質物として伊倉新田の屋敷29歩
と12歩、源西の12歩を入れおく。月 1分の利足を加え、11月20日迄に返済す
る。それが滞った場合、右の質物を引請けて下さい。包紙上書「未ノ11月金
5両　権右衛門よりの証文　伊倉新田六升五合　源西四升五合」と有り。

竪紙 1 25. 2＊
25. 3

28 5 明治 4年辛未12
月

元金返売渡田畑地之事 雲出村伊倉津売主清兵衛
（印）・同村五人組甚三郎
（印）・同村親類証人梅次郎
（印）・同村年寄田中小右衛門
（印）・同村庄屋和田専十郎
（印）・同小林嘉平次（印）→
喜蔵殿

雲出村伊倉津里の西、竹の鼻の田畑を代金31両元金返しで売渡す。 堅紙 1 27. 3＊
36. 5

29 11 明治 6年丙11月 永代譲渡証券之事 伊倉津村売主小林新吉（印）
同村請人前田五郎兵衛（印）
→日村長谷川喜蔵殿、同村惣
代小林康治郎

下津の中田 4畝 3歩、上畑 4畝22歩を代金13円で永代譲渡す。譲渡にあたり、
地下平免と諸役前などを勤められたい。伊倉津村惣代小林康治郎（印）同田
中小右衛門の奥印有り。（端裏朱書）「第廿三号」。包紙有「永代譲渡証券一
通」。文中印 2箇所、印紙 1枚。

竪紙 1 24. 0＊
33. 1

30 23 明治 8年 9月 5
日

永代譲渡畑地之事 雲出村伊倉津譲主大西五左衛
門（印）・証人倉田重兵衛
（印）→長谷川喜三次郎殿

字中津の747番の畑 7畝18歩を28円63銭 7 厘で永代譲渡す。もし、この事に
ついて異義を申し立てる者がいたら連署の者が貴殿に迷惑をかけないように
する。最後に雲出村副戸長小林康次郎の承認印有り。またその天に戸長の割
印有り。畑 7畝18歩の下に印紙 2貼付。また封書に「一畑地譲渡証文壱通　
大西五左衛門より喜三次郎江」とあり。

竪紙 1 28. 0＊
39. 6
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31 26 明治11年 1 月 3
日

田地売渡之証 売主太田忠左衛門（印）証人
太田佐七（印）→長谷川喜三
次郎殿

1390番字20割の田 1反 2畝11歩を代金32円50銭で太田忠左衛門から長谷川喜
三次郎へ売り渡す。もし、法に背くような要求をしてくる者がいたら証人が
貴殿に迷惑をかけないようにする。最後に戸長小林康次郎の承認印がある。
天に割印有り。また封書に「永代田地売渡証書壱通太田忠左衛門より長谷川
喜三次郎江」

竪紙 1 28. 1＊
38. 9

32 24 明治11年 2 月24
日

田地売渡之証 売主鎌田勘九郎（印）・受人
田中庄右衛門（印）→長谷川
喜三次郎殿

字下津の14等田 5畝15歩を24円で永代譲渡す。もし、不法の儀を申し立てる
者がいたら、証人が立会い、貴殿へ迷惑をかけないようにする。封書に「一
永代田地売渡証書壱通鎌田勘九郎より長谷川喜三郎エ」とあり。「拾四等田
五畝拾五歩」の左横に印紙 2枚貼付。天に割印有り。最後に「第廿三号」と
して小林康次郎の承認印有り。

竪紙 1 27. 2＊ 
36. 2

33 25 明治17年 1 月 7
日

田地売渡之証 伊 倉 津 村 賣 主 太 田 文 六
（印）・同村証人倉田重兵衛
（印）→長谷川喜久次郎殿

伊倉津村の荒田 2反 1畝 5歩を、代金30円で売買す。末尾に伊倉津村戸長小
林康次郎による確認文押印有り。印紙 3枚、同箇所に印有り。天に割印 1箇
所有り。包紙有り「一金弐拾五円証書壱通　太田文六分」

竪紙 1 27. 1＊
37. 7

34 12-1 明治17年 1 月20
日

田地売渡之証 伊倉津村売主宮本喜平次
（印）・証人倉田重兵衛（印）
→長谷川喜久次郎殿

433番字網高峯田 6畝22歩厘と字同田 1畝15歩厘を代金20円で永代売り渡す。
奥に本郷村他二ヶ村戸長代理川口勘三郎による承認の奥印有り。包紙有り
「地所買受証文　四通　喜平治　多左衛門　七郎兵衛　清兵衛」。12- 1 ～ 3
まで一括。印紙 2枚。各印有り。天に割印有り。

竪紙 1 27. 1＊
37. 4

35 20 明治17年 5 月 2
日

田地質入之証 伊倉津村貸金主田中七郎兵衛
（印）・同村請人倉田重兵衛
（印）→長谷川喜久次郎殿

1186番字14割の田地、代金20円で当明治17年～来明治19年12月31日迄、三ヶ
月の間、質地に入れる。印紙貼付、奥に伊倉津村、外□村戸長代理筆生川口
勘三郎（印）の承認印有り。

竪紙 1 27. 0＊
38. 1

36 13 明治17年12月30
日

地所売渡之証 小林康次郎（印）・小林久親
（印）→長谷川喜久次郎殿

伊倉津村字伊倉津1008番の宅地 4畝 1歩を代金27円で売り渡す。奥書にこの
土地の売渡につき戸長三井次郎の承認印有り。原題上に印紙 2枚貼付。三行
目合印有り。上部天に割印有り。戸長三井次郎の印有り。

竪紙 1 27. 8＊
36. 0

37 14 明治18年 9 月 4
日

地所売渡之証 売渡人（伊倉津村）三拾三番
屋敷小林康次郎（印）・本郷
村証人益川健之助（印）→伊
倉津村六拾九番屋敷長谷川喜
久次郎殿

小林康次郎所有の一志郡伊倉津村1033番字里ノ西にある田 2反 1畝24歩を、
代金70円で売渡す。奥書に、土地売買につき管掌の川口勘三郎が承認・押印
有り。天に割印有り。本文中判子（長谷川） 1箇所、印紙 4枚有り。

竪紙 1 34. 9＊
34. 0

38 12- 3 明治20年 1 月14
日

永代地所売渡之証 一志郡伊倉津村九拾七番屋敷
売主田中七郎兵衛（印）・同
郡田村証人田中文（以下虫
損）（印）→同郡田村六拾九
番屋敷長谷川喜久治郎殿

一志郡伊倉津村1186番字14割の荒田 1反 3畝17歩を、代金33円で売り渡す。
後日19日付けで、売買を公証とする本郷村他二ヶ村戸長三井次郎の承認文有
り。印紙 2枚、同箇所に印 2箇所有り。天に割印 1箇所あり。

竪紙 1 24. 3＊
33. 8

39 12- 2 明治20年 1 月20
日

永代地所売渡之証 一志郡伊倉津村売渡人六十四
番屋敷　井坂多右衛門（印）
→同村六十九番屋敷　長谷川
喜久次郎殿

字里ノ西の田 5畝 6歩と字砂入の畑 5畝 5歩をそれぞれ代金23円、代金12円
で売り渡した。本田村他二ヶ村戸長三井次郎の承認文有り。印紙 2枚三箇所
印有り。天に割印 1箇所有り。

竪紙 1 24. 8＊
33. 7
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窓 Ⅶ　一志郡楠原村

整番 調番 年　月　日 文　書　名　 差出→宛所 内容／備考 形状 員数 法量
40 19 明治17年 茶畑小作証（反古） 楠 原 村 小 作 人 山 田 利 吉

（印）・受け人
字久保□の内 3ヵ所、合計反別 9畝16歩を明治17年 8 月から同24年 7 月15日
迄の 7年間、小作料米 3俵で借り受ける。契約反古のためか印を×印で抹消
し、宛名記載無し。印紙 1枚有り。

竪紙 1 27. 9＊
69. 4

Ⅷ　木下懇隣講

整番 調番 年　月　日 文　書　名　 差出→宛所 内容／備考 形状 員数 法量
41 15 辛未 9月 覚（講金受渡しニ付） 木下懇隣講世話人（印）［木

下世話人］→懐山御台所
弐会目落札金27両13匁、半茶料、弐会目実掛料、初会目掛、舞台料など差引、
21両 2 分11匁 1 分 6 厘を渡す。奥に「別覚」として、「一米壱俵　木下借用」
を申し受けると記す。

竪紙 1 24. 7＊
34. 6

Ⅸ　文　芸

整番 調番 年　月　日 文　書　名　 差出→宛所 内容／備考 形状 員数 法量
42 27 年月日未詳 （俳文） 奏山農　排 6年間共に京都を旅し、東本願寺で得度した松翁とその妻（筆者の姉妹）の

人物像や回想、彼らに先立たれた筆者の追憶の念を綴った随筆。本文後半に
推敲跡有り。加藤氏は一無庵門人で練五と号したとされる。小林一茶とも交
流があったとされる一無庵丈左房を指すか。本文は加藤松翁の遺作句集序文
の可能性あり。

切継 1 15. 8＊
327. 5


